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第１５４３号平成２３年３月１３日

わたしたちのねがい
美しい自然につつまれた雪のまち湯沢
清らかな愛情あふれるまち
すこやかな活力みなぎるまち
さわやかな誰もが訪れたいまち
みんなで力をあわせ
豊かで明るく住みよい
文化の香り高いまちをつくりましょう
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「
ゆ
き
ぐ
に
」
湯
沢
町
公
民
館
の

ペ
ー
ジ
で
月
に
１
回
紹
介
し
て
い

る
短
歌
と
俳
句
。
こ
の
た
び
、
句
会

紅
山
桜
の
皆
さ
ん
の
活
動
に
お
邪

魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
生
ま
れ
た
と
い
う

俳
句
は
、
五
・
七
・
五
の
三
句
十
七

音
と
い
う
限
ら
れ
た
世
界
、
作
者
の

意
図
、
表
現
が
最
大
限
に
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
自
分
で
作
っ
た
句
を
、

和
気
あ
い
あ
い
と
発
表
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
十
七
音
か
ら
読
み
取
れ

る
作
者
が
描
く
世
界
・
情
景
を
皆
さ

ん
も
一
緒
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
？
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１月の豪雪が夢であったかのように、２月は暖かい日

が続き、立春の名のごとく、春の始まりを感じさせて

くれました。除雪に追われた身体を休めることができ

たのではないでしょうか。冬ごもりの虫が地中から這

い出てくること意味する節気、啓蟄を迎えました。冬

の寒さに耐えていた動植物が春の到来を感じて活動

し始めます。日差しが徐々に暖かくなり、草花が芽吹

き始める頃ではありますが、湯沢町はもう少し先にな

りそうです。三寒四温が続くと思いますが、体調には

十分ご留意ください。

そんな小春日和のなか、ニュージーランドでは大き

な地震がありました。　雪国観光圏は昨年１２月、

ニュージーランドに関係者を派遣し、観光施策の 先進

例を学んで参りました。その際に滞在したクライスト

チャーチは、今回の地震で打撃を受けました。大聖堂

をはじめとする美しい街並みに大きな爪痕を残して

おり、関係者一同、心を痛めております。さらに、雪国

観光圏の圏域内にはニュージーランド出身者やホー

ムステイ経験者など、ニュージーランドを愛する 人々

が大勢います。各所で義援金を募集していますので、

少しでも力になっていただければと思います。

さて、今年は、スキー伝来１００周年を迎え、多くのイ

ベントが開催されています。なかでも、２月１７日、日

墺（墺＝オーストリア）スキー交流１００年として、駐日

オーストリア大使ご夫妻、溝畑観光庁長官、皆川賢太

郎選手など、著名人によるシンポジウムが開催され、

スキーを次の１００年にどう繋げるかが議論されました。

まずは、我々雪国に住む人たちが積極的にスキー場へ

出かけ、スキーの楽しさ、そして観光産業としてどの

ように活用していくかを考えなければならないので

す。翌日には、程永華駐日特命全権大使ご夫妻ならび

に新潟駐日総領事館王華総領事、宮副領事ほか多くの

方々をお招きし、晴天の中湯沢町が誇るスキー場でス

キーを堪能されてお帰りになられました。中国では小

説「雪国」はかなり有名だとお話させていただきまし

たが、皆さんからこの小説の冒頭部分「国境のトンネ

ルを抜けると雪国であった・・・」の情景、雰囲気が

よく伝わったとのお声をいただき、湯沢町の自然、ス

キーのすばらしさを感じていただいたものと思いま

す。これからの１００年に向けて、皆さんでスキーを、そ

してこの雪国を盛りあげていきましょう。

2 月の町長活動状況
朝礼、第６回魚沼地域医療整備協議会１日

町長査定２日

課長会議、スキー全国大会選手激励式３日

法務局南魚沼支局長来庁８日

湯沢町小学校親善スキー大会９日

北越急行株式会社取締役会１０日

湯沢町水田農業推進協議会総会、電気工事工業組合と
の災害時応援協定締結式

１５日

ＪＡ農家組合長会議１６日

日墺スキー交流百周年記念国際シンポジウム１７日

観光宣伝コンペティション１８日

程永華中華人民共和国特命全権大使湯沢視察１９日

魚沼地域特別養護老人ホーム組合会議、県友会２１日

新三国トンネル整備検討委員会２２日

新潟県町村会役員会・定期総会２３日

南魚沼地域振興局懇談会２４日

３月補正町長査定２５日

湯沢町長杯争奪第４回バディスポーツ幼児園スキー大会２６日

全国森林レクリエーション協会理事会・懇談会２８日
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閲覧物件  閲覧対象者   と   閲覧に必要な書類  

当該納税義務者に関わる
　　　　　　　　固定資産

  納税義務者、その代理人及び同居の親族  

  本人確認ができる運転免許証や健康保険証など  

当該権利の目的である土地

  借地人  

・土地の賃貸権を有する者

・その他の使用または収益を目的とする権利　

　　（対価が支払われているもの）を有する者

  本人確認ができる運転免許証や健康保険証など  

当該権利の目的である家屋
及びその敷地である土地

  借家人  

・家屋の賃借地を有する者

・その他の使用または収益を目的とする権利　

　　（対価が支払われているもの）を有する者

  賃貸借契約書の原本など契約関係の証明が
  できるものと、本人確認ができる運転免許証
  や健康保険証など

当該権利の目的である固定資産

  固定資産を処分する権利を有する一定の者  

・所有者（賦課期日後に取得した者）

・破産管財人等

 税務課までお問い合わせください

固定資産課税台帳のうち、自己の資産について記載された部分を見ることがで
きるとともに、借地、借家人等も固定資産課税台帳の閲覧が可能です。納税者の代
理人、同居の親族も閲覧できます。閲覧対象者と閲覧物件は次のとおりです。

  閲覧場所  　湯沢町役場税務課（役場庁舎西館１階）

  閲覧期間  　通年（ただし、役場閉庁日を除く）　※平成２３年度分は平成２３年４月１日から

  手 数 料  　250 円（ただし、土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間中は無料です）

次
の
閲
覧
、
縦
覧
は

　
　
　
　
　

税
務
課
ま
で
。

  縦覧場所  　湯沢町役場税務課（役場庁舎西館１階）

  縦覧期間  　4 月 1日�～ 5月 31 日�　午前８時３０分～午後５時１５分（役場閉庁日を除く）

  縦覧できる方  　納税者、納税者の同居の親族、納税者の代理人（委任状が必要）、

  手 数 料  　無料

  縦覧内容  　�土地価格等縦覧帳簿・・・所在地番、地目、地積、価格

  縦覧内容  　�家屋価格等縦覧帳簿・・・所在地番、家屋番号、種類、構造、床面積、価格

納税者が所有する土地・家屋の価格と、他の納税者の土地・家屋の価格を比較できます。

平成 23 年度 土地家屋価格等縦覧帳平成 23年度　土地家屋価格等縦覧帳簿簿

　
　
　

税
務
課　
�
7
8
4
・
3
4
5
2

帳
簿
や
台
帳
の
内
容
に
つ
い
て
、
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
に
は
お

答
え
し
て
い
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

閲閲 覧覧 固定資産税課税台帳閲固定資産税課税台帳閲覧覧

縦縦 覧覧



　

本
日
こ
こ
に
平
成　

年
度
の
予

２３

算
案
並
び
に
関
係
諸
議
案
の
ご
審

議
を
お
願
い
す
る
に
あ
た
り
、
私
の

町
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的
な
考

え
と
新
年
度
に
お
け
る
主
な
施
策

の
概
要
を
申
し
上
げ
、
議
員
並
び

に
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
冬
は
年
明
け
か
ら
上
中
越
地

方
を
中
心
に
大
雪
と
な
り
、
除
雪

作
業
な
ど
で　

人
も
の
尊
い
命
が

２６

失
わ
れ
、
そ
の
う
ち
高
齢
者
は
３

分
の
２
を
占
め
ま
し
た
。過
疎
・
高

齢
化
が
進
み
、
除
雪
の
担
い
手
と
な

る
若
者
が
減
っ
て
い
く
な
か
、
高
齢

者
世
帯
の
除
雪
作
業
は
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
大
雪
の

影
響
と
景
気
低
迷
も
あ
っ
て
ス
キ
ー

客
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、

好
転
の
兆
し
は
い
ま
だ
見
え
な
い

状
況
で
す
が
、
卯
年
の
本
年
を
反

転
、
飛
躍
の
年
に
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
政
に
お
い
て
は
政
権
与

党
の
党
内
抗
争
が
泥
沼
化
し
て
お

り
、
各
種
世
論
調
査
の
内
閣
支
持

率
は　

％
を
割
り
込
み
ま
し
た
。

２０

昨
年
６
月
に
菅
政
権
が
誕
生
し
て

か
ら
初
め
て
の
国
会
を
舞
台
に
し

た
党
首
討
論
で
も
、
議
論
は
最
後

ま
で
か
み
合
わ
ず
、
内
政
、
外
交
と

も
難
問
が
山
積
し
て
い
る
ね
じ
れ

国
会
で
、
２
０
１
１
年
度
予
算
関

連
法
案
の
成
立
が
見
通
せ
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
与
野
党
と
も

「
国
民
の
生
活
が
第
一
と
い
う
」
原
点

に
立
ち
返
り
、こ
れ
以
上
予
算
関
連

法
案
を
政
争
の
具
に
せ
ず
、
国
政
が

停
滞
し
な
い
よ
う
政
策
論
議
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

二
期
目
の
任
期
二
年
目
と
な
り

ま
し
た
平
成　

年
度
の
町
政
運
営

２３

に
あ
た
っ
て
は
、「
一
流
の
田
舎
町
」

の
理
念
を
継
承
し
つ
つ
、
平
成　

年
２３

度
か
ら
の
湯
沢
町
総
合
計
画
の
基

本
構
想
な
ら
び
に
前
期
基
本
計
画

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
を
検
証

し
、地
域
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら

ま
ち
づ
く
り
進
め
る
と
と
も
に
、

「
こ
れ
か
ら
の
町
の
あ
る
べ
き
姿
」
を

町
民
、
地
域
の
団
体
、
企
業
、
議
会

及
び
行
政
と
で
共
に
協
力
し
て
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

私
は
、
湯
沢
町
に
お
け
る
恵
ま

れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
や
、こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
地
域
文
化
、
利
便
性

の
高
い
交
通
基
盤
や
立
地
条
件
を

活
か
し
、あ
た
た
か
な
交
流
の
町
を

目
指
し
て
、
次
の
６
項
目
を
基
本

政
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

な
か
で
も
、
こ
れ
か
ら
町
の
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
保
育
と
学
校

教
育
の
環
境
整
備
を
最
重
要
項
目

と
し
て
、保
育
園
・
小
学
校
の
統
合

に
合
わ
せ
た
小
中
一
貫
教
育
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
主
要
施
策
の
な
か

で
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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町長施政方針演町長施政方針演説説
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湯
沢
町
の
財
政
状
況
は
観
光
産

業
の
冷
え
込
み
等
に
よ
り
、税
収
が

さ
ら
に
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る

こ
と
か
ら
、平
成　

年
度
の
予
算
編

２３

成
は
経
常
経
費
の
さ
ら
な
る
削
減

を
行
う
な
か
で
、
本
年
度
か
ら
工

事
に
着
手
す
る
文
教
施
設
整
備
事

業
や
継
続
事
業
で
あ
る
三
俣
振
興

対
策
事
業
等
の
投
資
的
経
費
が
増

加
し
、
予
算
総
額
で
は
前
年
度
対

比
２
億
５
千
万
円
増
の　

億
９
千

５９

４
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
そ
の　

%
を
占
め
る

６８

税
収
が
前
年
度
に
比
べ
全
体
で
２

千
６
５
５
万
６
千
円
の
減
と
な
っ

て
お
り
、国
庫
支
出
金
で
は
子
ど
も

手
当
交
付
金
や
三
俣
振
興
対
策
事

業
が
増
と
な
る
と
と
も
に
、
文
教

施
設
整
備
事
業
が
本
格
的
に
始
ま

る
こ
と
に
よ
り
前
年
比
１
億　

万
９４

５
千
円
の
増
、
繰
入
金
は
財
政
調

整
基
金
か
ら
１
億
５
千
９
２
４
万

４
千
円
、
文
教
施
設
に
か
か
る
学

校
施
設
整
備
基
金
よ
り
１
億
７
千

万
円
を
繰
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

前
年
比
３
億
１
千
３
１
９
万
６
千

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
債
は
文
教
施
設
整
備
事
業
の

た
め
の
起
債
８
千
１
８
０
万
円
を

借
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
臨
時
財

政
特
例
債
を
昨
年
度
よ
り
５
千
万

円
減
の
１
億
円
と
す
る
こ
と
に
よ

り
、
借
入
総
額
は
前
年
比
８
千
１

６
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、人
件
費
が
職
員
の
減

少
等
に
よ
り
前
年
比
３
千　

万
７

６４

千
円
減
少
し
て
い
ま
す
。大
規
模
な

事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、
住
基
法
改

正
等
に
よ
る
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
に

更
新
に
１
億
６
０
０
万
円
、
三
俣

振
興
対
策
事
業
と
し
て
道
の
駅
の

建
設
、
下
排
水
路
整
備
等
に
１
億

７
千
６
１
７
万
４
千
円
、
文
教
施

設
整
備
事
業
費
と
し
て
３
億
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
魚
沼
市
へ
の
委
託
関
係

で
は
消
防
本
署
新
設
費
で
は
昨
年

対
比
４
千
４
９
２
万
８
千
円
増
の

１
億
１
千
３
９
５
万
８
千
円
を
計

上
す
る
と
と
も
に
、斎
場
の
建
設
が

終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
建
設

費
１
億
１
０
０
万
９
千
円
が
皆
減

と
な
り
、
全
体
で
は
７
億
５
千
６

３
５
万
９
千
円
と
歳
出
総
額
の　
１３

%
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

他
会
計
へ
の
支
出
金
は
９
億
９

千
２
２
１
万
２
千
円
で
、
昨
年
比

２
千
４
９
１
万
円
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
な
か
で
も
下
水
道
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
は
６
億
２
千
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
下
水
道
特
別
会

計
に
お
け
る
公
債
費
の
支
出
金
、６

億
４
千
７
８
１
万
８
千
円
と
ほ
ぼ

同
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

混
迷
し
て
い
る
政
治
情
勢
に
よ

り
、
子
ど
も
手
当
支
給
等
の
不
確

定
要
素
も
あ
る
中
で
の
予
算
編
成

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
の
健

康
と
生
活
環
境
の
整
備
、
そ
し
て
、

な
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安

全
の
為
の
財
政
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　

観
光
と
商
工
業
の
振
興

　

湯
沢
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観

光
に
つ
い
て
は
、
湯
沢
町
観
光
協
会

が
一
般
財
団
法
人
化
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
、

町
の
観
光
宣
伝
業
務
を
大
幅
に
委

託
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。観
光
事

業
に
柔
軟
な
発
想
で
成
果
を
あ
げ

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

主
力
で
あ
る
ス
キ
ー
産
業
と
四
季

型
観
光
充
実
強
化
の
た
め
、今
ま
で

の
展
開
に
加
え
海
外
観
光
客
の
誘

致
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
四
季
を

通
じ
た
湯
沢
町
の
自
然
景
観
と
首

都
圏
か
ら
の
交
通
の
利
便
性
は
、海

外
に
も
通
用
す
る
評
価
の
高
い
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
シ
ー
ズ

ン
は
各
ス
キ
―
場
か
ら
外
国
人
が

増
え
た
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま

す
が
、
日
本
の
少
子
高
齢
化
を
カ

バ
ー
す
る
意
味
で
も
在
日
の
外
国

人
を
始
め
と
し
て
中
国
、
韓
国
、
台

湾
、香
港
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
を

当
面
の
最
重
点
市
場
と
位
置
づ
け

る
と
と
も
に
、
欧
米
か
ら
も
個
人

旅
行
客
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
雪
国
観
光
圏
と
の
相
乗
効

果
が
上
が
る
よ
う
海
外
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

３
県
７
市
町
村
で
構
成
す
る

「
雪
国
観
光
圏
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

対
外
的
な
評
価
も
高
く
観
光
庁
の

期
待
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
地
域
が

よ
り
一
層
連
携
し
て
、国
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
多
彩
な
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
7
市
町
村

の
雪
ま
つ
り
連
携
事
業
・
ス
ノ
ー
カ

ン
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
雪
国

Ａ
級
グ
ル
メ
事
業
、
着
型
旅
行
商

品
開
発
支
援
事
業
、
国
際
観
光
受

け
入
れ
基
盤
整
備
事
業
、
雪
国
観

光
圏
ブ
ラ
ン
ド
計
画
整
備
事
業
を

重
点
事
業
と
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成　

年
度
は
「
日

２２

本
ス
キ
ー
発
祥
１
０
０
周
年
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
官
民
一
体
と

な
り
各
地
で
積
極
的
な
広
報
展
開

を
し
て
き
ま
し
た
。
湯
沢
町
に
お
い

て
も
ガ
ー
ラ
湯
沢
ス
キ
ー
場
の
下
山

コ
ー
ス
整
備
を
は
じ
め
、ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
以
外
の
雪
遊
び
や
キ
ッ

ズ
ラ
ン
ド
の
充
実
、
ゲ
レ
食
グ
ル
メ

２０１１年度。

予
算
編
成
と
執
行

主
な
施
策
の
概
要

「四季を通じて

 また訪れたくなる

             まちづくり」

�



や
ス
キ
ー
場
ス
イ
ー
ツ
の
提
供
な
ど

新
し
い
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
支
援
し
町
全
体
の
も
の

と
し
て
よ
り
充
実
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

　
　

三
俣
地
区
の
地
域
振
興

　

三
俣
地
域
振
興
対
策
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
排
水
処
理
に

つ
い
て
、
平
成　

年
度
ま
で
は
国
庫

２３

補
助
に
よ
る
街
な
み
環
境
整
備
事

業
で
下
排
水
管
渠
埋
設
工
事
を
実

施
い
た
し
ま
す
。　

年
度
か
ら
は
下

２４

水
道
事
業
に
よ
る
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
で
整
備
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
道
の
駅
に
つ
き
ま
し

て
は
用
地
買
収
を
実
施
し
、
地
域

情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事

に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

国
事
業
の
清
津
川
護
岸
整
備
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成　

年
度
か

２２

ら
実
施
設
計
に
着
手
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
事
業
促
進
と

工
事
着
手
に
向
け
、
関
係
機
関
と

協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
  
温
泉
街
の
電
柱
地
中
化
の
推
進

　

県
道
湯
沢
温
泉
線
の
温
泉
通
り

に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
で
快
適
な

歩
行
者
空
間
を
創
出
す
る
た
め
、

地
域
で
課
題
の
抽
出
と
検
討
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、こ
れ
ら
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
、
湯
沢
温
泉
通
り
無
電
柱
化
推

進
協
議
会
に
お
い
て
、
歩
行
者
空
間

整
備
と
無
電
中
化
の
実
現
に
向
け
、

具
体
的
な
方
策
の
検
討
を
行
う
と

と
も
に
、
地
元
選
出
議
員
や
道
路

管
理
者
へ
の
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　

農
林
業
の
振
興

　

来
年
度
か
ら
農
業
者
戸
別
所
得

補
償
制
度
の
本
格
実
施
が
な
さ
れ
、

農
政
が
大
き
く
転
換
し
よ
う
と
し

て
い
る
一
方
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）へ
の
対
外

交
渉
参
加
が
検
討
さ
れ
る
な
ど
、

農
業
が
大
き
く
議
論
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

日
本
一
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
で
あ

る
「
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
は
、
夏
の
異

常
高
温
等
に
よ
る
収
量
・
品
質
の
低

下
な
ら
び
に
仮
渡
し
金
の
減
額
な

ど
、農
家
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。そ
の
な
か
で
も
越
後
湯
沢

産
は
生
産
者
の
努
力
に
よ
る
高
品

質
か
ら
、
宿
泊
客
だ
け
で
な
く
お

土
産
用
と
し
て
も
大
好
評
で
あ
り

ま
す
。農
業
者
の
所
得
の
向
上
と
集

落
の
維
持
再
生
を
図
る
た
め
6
次

産
業
化
の
推
進
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

制
度
の
継
続
を
願
っ
て
お
り
ま

し
た
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成　

年
度

２２

か
ら
第
３
期
対
策
が
始
ま
り　

年
２６

度
を
最
終
年
と
す
る
５
年
間
は
継

続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。兼
業

農
家
が
大
部
分
を
占
め
高
齢
化
が

進
展
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
農

業
を
担
う
経
営
体
の
育
成
が
急
務

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ば
・
か
ぐ
ら
な
ん
ば
ん
・
い
ち

ご
等
は
湯
沢
町
で
生
産
さ
れ
た
も

の
が
お
客
様
に
提
供
さ
れ
地
産
地

消
の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
含
め
湯
沢
町
の
農
業
生
産

物
を
雪
国
の
食
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の

魅
力
向
上
に
努
め
、
農
業
と
観
光
、

宿
泊
産
業
や
商
工
業
等
の
更
な
る

連
携
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
予
算
を
大
幅
に
増
や
し
、ニ

ホ
ン
ザ
ル
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
イ
ノ
シ

シ
、
カ
ラ
ス
等
か
ら
の
被
害
防
止
に

努
め
ま
す
。

　

地
球
環
境
を
考
え
た
と
き
森
林

の
果
た
す
役
割
は
大
変
重
要
で
あ

り
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
も
町
有

林
は
貴
重
な
財
産
で
あ
る
と
同
時

に
、
土
地
の
保
全
や
水
資
源
の
涵

養
等
公
益
的
機
能
を
保
持
し
て
い

く
上
に
も
重
要
で
あ
り
、
今
後
も

適
正
な
管
理
と
整
備
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　

定
住
交
流
促
進
事
業

　

年
４
回
発
行
し
て
い
る
二
地
域

居
住
の
情
報
誌「
湯
沢
ぐ
ら
し
」も

発
刊
か
ら
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
総
務
省
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
（
交
流
居
住
の
ス
ス

メ
）
に
登
録
す
る
全
国
５
２
９
自

治
体
の
中
で
常
に
５
位
以
内
の
ア

ク
セ
ス
数
を
数
え
、
多
く
の
湯
沢

フ
ァ
ン
に
ホ
ッ
ト
な
情
報
を
届
け
て

お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
の
検
証
作
業
も

進
め
て
お
り
ま
す
が
、
継
続
へ
の
強

い
要
望
も
あ
り
本
年
度
は
見
直
し

作
業
を
加
え
な
が
ら
進
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。よ
り
多
く
の
情

報
提
供
が
マ
ン
シ
ョ
ン
オ
ー
ナ
ー
の

湯
沢
滞
在
時
間
を
増
や
す
と
と
も

に
、
新
た
な
湯
沢
フ
ァ
ン
の
獲
得
や

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
を
生
み

出
し
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

企
業
誘
致
の
促
進

　

湯
沢
町
は
観
光
産
業
の
低
迷
か

ら
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
お
い
て
経
済

活
動
が
落
ち
込
み
、
新
た
な
産
業

の
創
出
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

町
と
し
ま
し
て
は
、
現
在
、
こ
の
企

業
誘
致
の
た
め
の
誘
致
優
遇
支
援

策
と
し
て
町
独
自
の
誘
致
支
援
要

綱
と
南
魚
沼
市
・
県
と
共
同
で
南

魚
沼
地
域
産
業
立
地
基
本
計
画
を

策
定
し
、４
月
か
ら
施
行
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

企
業
誘
致
を
促
進
す
る
に
は
支
援

策
だ
け
で
な
く
、
行
動
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
。私
も
精
一
杯
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
議
員
及
び

町
民
の
皆
様
か
ら
も
ご
支
援
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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防
災
対
策

　

耐
震
対
策
で
は
、
本
年
度
、
役
場

庁
舎
東
館
及
び
浅
貝
分
館
体
育
館

の
耐
震
補
強
改
修
設
計
を
行
い
ま

す
。
防
災
対
策
で
は
、
県
で
平
成　
２２

年
度
に
三
俣
・
三
国
地
区
で
土
砂

災
害
防
止
法
に
基
づ
く
調
査
を
お

こ
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
今

後
地
域
説
明
会
を
行
う
予
定
で
す
。

　

年
度
に
は
こ
の
地
域
の
危
険
箇

２３所
を
明
示
し
た
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
関
係
住
民
に

配
布
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
町
内

全
域
を
対
象
と
し
た
地
震
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
と
地
域
防
災
計
画
の
概

要
版
を
作
成
し
、
町
民
に
周
知
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
災
害
の
防
止
と

軽
減
、
危
機
管
理
意
識
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

社
会
福
祉
全
般

　

高
齢
化
率
が
１
月
末
で　

・　
２９

９３

％
と
な
り
、
当
町
に
お
い
て
も
少
子

高
齢
化
と
い
う
社
会
構
造
の
変
化

が
進
展
し
て
お
り
、
独
居
高
齢
者

や
認
知
症
の
人
が
増
加

す
る
な
ど
、
日
々
の
生
活

に
不
安
を
感
じ
る
町
民

が
増
え
て
い
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
町
民
生
活
の
不

安
を
軽
減
し
、
安
全
と
安

心
の
確
保
を
図
る
こ
と
を

重
点
に
、
高
齢
者
が
健
康

で
い
き
い
き
と
生
活
し
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

そ
の
人
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
し
て
い
た
だ

き
、
自
分
ら
し
く
生
活
で

き
る
よ
う
な
環
境
整
備

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

き
た
各
種
事
業
の
内
容
の

精
査
・
見
直
し
も
含
め
、

地
域
と
行
政
と
が
協
働

し
て
解
決
す
る
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

効
果
的
で
継
続
性
の
あ
る

事
業
運
用
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
社
会
福
祉

の
向
上
に
は
、
こ
れ
ま
で

も
ご
支
援
や
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
関

係
団
体
や
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ

し
て
地
域
の
方
々
と
の
連
携
が
不

可
欠
で
あ
り
、
引
き
続
き
協
力
体

制
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

障
が
い
者
施
策

　

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
障
害
者

本
人
や
家
族
等
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る

中
で
、
障
が
い
者
が
将
来
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
や
、
地
域
で
自

立
し
た
生
活
を
送
る
場
の
整
備
な

ど
に
つ
い
て
、
関
係
者
及
び
関
係
機

関
と
力
を
合
わ
せ
て
推
進
・
促
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト

２３

等
に
よ
り
障
が
い
者
の
現
状
や
要

望
を
把
握
し
、
現
状
分
析
を
踏
ま

え
た
中
で
第
２
期
障
が
い
者
計
画

（
平
成　

年
４
月
か
ら
平
成　

年
３

２４

３０

月
）、
第
３
期
障
が
い
福
祉
計
画

（
平
成　

年
４
月
か
ら
平
成　

年
３

２４

２７

月
）
の
２
つ
の
計
画
を
策
定
し
、
町

の
障
が
い
者
施
策
を
一
体
化
さ
せ

事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
　

介
護
保
険
事
業

　

高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で

支
え
合
う
介
護
保
険
制
度
が
平
成

　

年
４
月
に
施
行
さ
れ
て　

年
が

１２

１０

経
過
し
、
欠
か
せ
な
い
制
度
と
し
て

定
着
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
平
成

　

年
度
は
第
５
期
介
護
保
険
事
業

２３計
画
の
策
定
年
で
す
の
で
、
現
在
の

第
４
期
事
業
計
画
を
検
証
し
、
町

民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
計
画
を
策

定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
当

町
で
も
認
知
症
高
齢
者
が
増
え
て

お
り
ま
す
。
認
知
症
支
援
事
業
と

し
て
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
」の
た
め
に
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
な
ど
、
人
材
育
成
や
啓
発

活
動
の
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

「安心して

自分らしく暮らせる

             まちづくり」
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す
。ま
た
、
介
護
予
防
も
重
要
な
事

業
と
し
て
と
ら
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
温
水
健
康
体
操
な

ど
の
事
業
や
け
ん
こ
つ
体
操
な
ど
の

地
域
に
お
い
て
自
主
的
な
介
護
予

防
活
動
が
、
広
が
っ
た
り
継
続
的
に

実
施
で
き
る
よ
う
に
支
援
い
た
し

ま
す
。

　
　

健
康
づ
く
り
事
業

　

町
の
健
康
づ
く
り
計
画
「
湯
沢

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
健
康
プ
ラ
ン
」
の
中

間
報
告
に
基
づ
き「
喫
煙
・
未
成
年

飲
酒
・
こ
こ
ろ
の
健
康
」
の
対
策
を

重
点
課
題
と
し
て
、地
域
住
民
・
学

校
・
関
係
機
関
と
共
に
、今
年
も
い

ろ
い
ろ
な
場
面
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

禁
煙
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
の

皆
さ
ま
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
と

し
て
の
ご
理
解
を
得
て
地
区
集
会

場
の
ほ
と
ん
ど
が
施
設
内
禁
煙
の

登
録
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
事
業
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。観
光
の
ま
ち
湯
沢
の
町
民
が

元
気
で
な
け
れ
ば
、お
も
て
な
し
も

出
来
ま
せ
ん
。
こ
こ
ろ
の
健
康
事
業

が
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

予
防
接
種
事
業

　

平
成　

年
度
か
ら
、
細
菌
性
の

２３

髄
膜
炎
を
予
防
す
る
ヒ
ブ
・
小
児

用
肺
炎
球
菌
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
を
全
額
助
成
致
し
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、国
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
促
進
事
業
と

し
て
２
分
の
１
の
補
助
を
受
け
ら

れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。　

ま
た
、

平
成　

年
度
か
ら
実
施
し
ま
し
た

２２

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
も
引
き
続
い
て　

年
度
も
全
額

２３

助
成
で
実
施
い
た
し
ま
す
。健
康
教

育
も
合
せ
て
実
施
し
た
こ
と
と
接

種
率
が
高
か
っ
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
　

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上

が
ん
検
診
の
推
進
策
と
し
て
、
働
く

世
代　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
５
歳

４０

６０

刻
み
の
方
を
対
象
に
大
腸
が
ん
、胃

が
ん
検
診
が
無
料
と
な
る
ク
ー
ポ

ン
券
を
発
行
し
て
、
が
ん
検
診
の
重

要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
、
受

診
率
の
向
上
を
図
り
、が
ん
の
早
期

発
見
と
早
期
治
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
推
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
　

病
院
事
業

　

平
成　

年
３
月
末
で
、
公
益
社

２３

団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会
と
の

協
定
期
間
が
満
了
い
た
し
ま
す
が
、

院
長
以
下
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
努
力

に
よ
り
、
町
民
の
か
か
り
つ
け
病
院

と
し
て
定
着
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
地
域
医
療
に
ご
尽
力
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
指
定
管
理
者
の

更
新
に
つ
い
て
本
議
会
で
お
諮
り
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
魚
沼
基
幹
病
院
（
仮
称
）

に
つ
い
て
の
基
本
設
計
の
概
要
は
、

病
院
棟
９
階
、セ
ン
タ
ー
棟
２
階
で
、

構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
延

べ
床
面
積
３
３，
０
６
４
・
4
㎡
、

病
床
数
４
５
４
と
な
っ
て
お
り
、
既

存
の
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
と
は
渡

り
廊
下
で
繋
が
る
と
の
こ
と
で
す
。

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
平
成　

年
２３

度
着
工
、
平
成　

年
６
月
開
院
の

２７

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

整
備
協
議
会
の
一
員
と
し
て
建
設

に
関
す
る
情
報
収
集
や
、
湯
沢
町

と
し
て
の
要
望
等
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　

国
民
健
康
保
険
事
業

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
国
民

皆
保
険
の
重
要
な
役
割
を
担
い
、地

域
住
民
の
医
療
の
確
保
と
健
康
の

増
進
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま

す
。し
か
し
、
平
成　

年
度
か
ら
大

２１

幅
な
財
源
不
足
が
生
じ
て
お
り
、

一
般
会
計
か
ら
法
定
外
の
繰
り
入

れ
で
補
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

近
年
の
医
療
費
の
増
加
や
、
経
済
の

低
迷
か
ら
の
保
険
税
収
入
の
伸
び

悩
み
が
続
い
て
お
り
、
国
保
税
の
引

き
上
げ
も
不
可
欠
な
状
況
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。国
保
税
の
負
担
感
が

高
く
な
り
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り

ま
す
が
、
今
後
と
も
収
納
率
の
向

上
と
保
険
事
業
の
充
実
強
化
に
よ

り
、
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　

子
育
て
支
援
の
充
実

　

社
会
情
勢
の
変
化
や
多
様
化
す

る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
保
育
水

準
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
今

後
予
想
さ
れ
る
少
子
化
傾
向
・
職

員
数
の
減
少
・
施
設
の
老
朽
化
等
に

対
応
す
る
た
め
の
保
育
園
の
統
合

構
想
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
に

２２

文
教
施
設
整
備
委
員
会
で
具
体
的

な
方
策
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
保
育
園
統
合
整
備
に
向

け
た
整
備
委
員
会
検
討
結
果
報
告

書
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
こ
の
検
討
結
果
報
告

に
基
づ
い
て
詳
細
な
計
画
を
立
て
、

保
育
園
統
合
に
向
け
て
の
取
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
保
育
園
の

運
営
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
皆
様

の
付
託
に
応
え
、
例
年
同
様
に
安

心
・
安
全
に
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と

を
第
一
に
考
え
た
保
育
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。　

ま
た
、
子
ど
も
手

当
の
支
給
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

平
成　

年
度
分
の
子
ど
も
手
当
は
、

２３

３
歳
未
満
の
子
ど
も
に
対
し
て
は

広報ゆざわ　H23．3．13 8
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月
額
２
万
円
、
３
歳
以
上
の
子
ど

も
に
対
し
て
は
平
成　

年
度
と
同

２２

様
に
月
額
１
万
３
千
円
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、支
給
方
法
は
平

成　

年
度
と
同
様
に
、
地
方
負
担

２２
分
と
国
負
担
分
を
合
算
し
て
支
給

す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
支
給
遅
れ

や
支
給
洩
れ
等
が
生
じ
な
い
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
湯

沢
町
に
お
い
て
支
給
対
象
と
な
る

子
ど
も
の
数
は
約
９
５
０
人
で
す

が
、
公
務
員
な
ど
別
に
支
給
さ
れ

る
子
ど
も
を
除
い
て
町
の
支
給
対

象
と
な
る
子
ど
も
の
数
は
現
時
点

で
は
約
８
７
０
名
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
　

生
活
環
境
の
向
上
と

　
　
　
　
　

環
境
基
本
計
画

限
り
あ
る
資
源
と
地
域
の
環
境
保

全
の
た
め
、
ご
み
の
発
生
抑
制
と
減

量
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
再
利

用
の
推
進
を
図
り
循
環
型
社
会
を

目指
す
た
め
の
一
環
と
し
て
、
ご
み
の

分
別
を
さ
ら
に
進
め
、
今
ま
で
燃

え
る
ご
み
と
し
て
処
理
し
て
い
た

「
白
ト
レ
イ
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
」及
び

「
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装

類
」
に
つ
い
て
、
平
成　

年
度
か
ら

２３

新
た
に
分
別
を
お
願
い
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま

に
は
ご
面
倒
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
一

２２

般
家
庭
の
廃
食
用
油
の
回
収
に
つ

き
ま
し
て
は
、
回
収
量
も
徐
々
に
増

え
て
お
り
、
町
民
に
浸
透
し
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
回
収
が
進

み
ま
す
よ
う
に
今
後
も
周
知
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、以
前
よ

り
行
な
っ
て
お
り
ま
す
生
活
環
境

を
向
上
さ
せ
る
取
組
み
に
つ
き
ま

し
て
は
、町
衛
生
組
合
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、
町
内
の
環
境
美

化
活
動
や
不
法
投
棄
防
止
活
動
等

の
実
践
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

む
な
ど
、
き
れ
い
で
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
基
本
計
画
策
定
へ
の

取
組
み
に
つ
い
て
は
、
環
境
優
先
の

理
念
や
地
域
社
会
が
め
ざ
す
環
境

の
姿
を
示
す
た
め
に
制
定
さ
れ
た

湯
沢
町
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
い

て
現
在
策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
、

平
成　

年
度
中
に
計
画
策
定
が
完

２３

了
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
湯
沢

町
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
守
る
た
め

に
、
そ
こ
に
示
さ
れ
る
湯
沢
町
の
環

境
行
政
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
　

交
通
安
全
対
策

　

町
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全

意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
交
通

事
故
死
者
に
占
め
る
割
合
の
多
い

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
図
る

た
め
、
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー

を
習
慣
づ
け
る
よ
う
な「
参
加
・
実

践
型
」の
交
通
安
全
教
育
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
対
策
の
重
点
項

目
で
あ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底
、
安
全

速
度
の
励
行
、
飲
酒
運
転
の
根
絶

を
図
る
た
め
、関
係
機
関
・
関
係
団

体
と
連
携
し
、
交
通
指
導
車
に
よ

る
広
報
・
啓
発
活
動
や
交
通
安
全

教
育
、
街
頭
指
導
等
を
行
っ
て
交
通

事
故
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
　

バ
イ
オ
マ
ス
関
連
事
業

　

バ
イ
オ
マ
ス
関
連
事
業
で
は
、
平

成　

年
５
月
か
ら
廃
食
用
油
の
回

２２
収
業
務
に
取
り
組
み
６
５
３
リ
ッ

ト
ル
を
回
収
し
ま
し
た
。
間
伐
材

等
を
材
料
と
す
る
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
の
普
及
と
導
入
の
誘
導
策
と
し

て
、
１
件
５
万
円
を
上
限
と
し
た

補
助
金
制
度
を
設
け
ま
し
た
が
、

　
　

ま
だ
利
用
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
共
施
設
の
暖
房
設
備
と
し
て
も

検
討
を
し
て
い
ま
す
が
、二
酸
化
炭

素
の
削
減
と
資
源
の
循
環
の
必
要

性
を
理
解
い
た
だ
く
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

　
　
　
　
　
　
　

改
修
の
充
実

　

町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
内
に

存
す
る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
を
行
う
人
に
対
し
、
引

き
続
き
補
助
金
の
支
援
を
行
い
、防

災
安
全
対
策
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

「自然と共に生き

　快適に暮らせる

             まちづくり」
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除
雪
体
制
の
強
化
充
実

　

冬
期
間
の
道
路
交
通
確
保
は
、

町
民
の
生
活
環
境
の
確
保
と
経
済

活
動
を
維
持
し
て
い
く
う
え
で
重

要
な
対
策
で
す
。消
雪
パ
イ
プ
と
機

械
除
雪
を
主
体
に
、
国
交
省
、
新
潟

県
及
び
地
域
住
民
と
の
相
互
の
連

携
を
は
か
り
、
安
全
で
効
率
の
高
い

除
雪
を
目
指
し
ま
す
。

　

歩
行
者
空
間
確
保
に
つ
き
ま
し

て
は
雪
道
計
画
に
よ
り
、
通
学
路

及
び
冬
期
観
光
施
設
を
中
心
に
小

型
除
雪
機
械
に
よ
る
歩
道
除
雪
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

克
雪
住
宅
の
整
備
支
援

　

住
宅
の
効
果
的
な
雪
処
理
を
促

進
し
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
に
住
宅
を
克
雪
住

宅
に
新
築
、
改
造
し
よ
う
と
す
る

人
に
対
し
、
対
象
工
事
費
の
一
部

を
補
助
し
、
町
民
が
安
心
し
て
冬

期
間
の
暮
ら
し
が
出
来
る
よ
う
に

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

道
路
・
橋
梁
・
河
川
の

　
　
　
　
　
　
　
　

維
持
整
備

　

平
成　

年
度
か
ら
事
業
を
進
め

２１

て
き
た
楽
町
３
号
線
の
改
良
を
今

年
度
完
了
に
向
け
て
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
、
未
整
備
箇

所
を
町
全
域
か
ら
抽
出
し
て
、
優

先
順
位
に
よ
り
順
次
改
良
し
て
い

く
こ
と
と
し
、　

年
度
か
ら
は
田

２３

中
・
平
沢
線
の
交
差
点
付
近
や
、中

里
ス
キ
ー
場
線
等
の
改
良
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

維
持
管
理
面
に
お
き
ま
し
て
は
、

安
全
な
交
通
確
保
に
向
け
、
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
策
定
や
消

雪
施
設
を
始
め
と
す
る
道
路
構
造

物
、
舗
装
の
維
持
修
繕
等
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
水
路
や
小

河
川
の
維
持
管
理
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　

公
園
の
維
持
整
備

　

公
園
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

都
市
公
園
安
全
・
安
心
対
策
緊
急

総
合
支
援
事
業
と
し
て
、
平
成　
２３

年
度
か
ら
中
央
公
園
の
施
設
改
修

に
着
手
い
た
し
ま
す
。　

年
度
は
陸

２３

上
競
技
場
の
４
種
公
認
取
得
に
向

け
、
競
技
場
全
体
の
改
修
と
不
足

し
て
い
る
備
品
を
購
入
い
た
し
ま

す
。

　
　

国
道
・
県
道
の
整
備
促
進

　

国
道
関
連
で
は
、
本
年
２
月
に

三
国
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
方
針
等
を

検
討
す
る
た
め
、
沿
線
自
治
体
や

有
識
者
か
ら
な
る
「
三
国
ト
ン
ネ
ル

整
備
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。こ
れ
を
踏
ま
え
、
今
後
も

み
な
か
み
町
な
ど
関
係
機
関
と
の

更
な
る
連
携
を
図
り
、
国
道　

号
１７

新
三
国
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
工
事
着

工
と
歩
道
拡
幅
等
の
実
施
に
向
け

精
力
的
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
道
関
連
で
は
、
松
川
橋
架
け
替

え
を
始
め
要
望
路
線
に
つ
い
て
、
事

業
採
択
に
向
け
引
き
続
き
要
望
活

動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

砂
防
事
業
の
促
進

　

一
級
河
川
信
濃
川
水
系
魚
野
川

の
最
上
流
に
位
置
し
雄
大
な
自
然

環
境
を
財
産
と
す
る
湯
沢
町
に

と
っ
て
、
砂
防
事
業
は
地
域
の
保
全

や
生
活
環
境
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
重
要
な
事
業
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
湯
沢
砂
防
事
務
所
や
新
潟

県
に
魚
道
の
全
断
面
化
や
砂
防
堰

堤
な
ど
砂
防
施
設
の
整
備
促
進
を

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

上
下
水
道
の
維
持
整
備

　

水
道
は
、
安
全
で
安
心
し
て
利

用
で
き
る
水
質
の
確
保
と
安
定
供

給
を
図
る
た
め
に
、
平
成　

年
度

２２

よ
り
簡
易
水
道
の
排
水
池
・
計
装

設
備
等
の
改
修
を
実
施
し
て
お
り
、

平
成　

年
度
は
芝
原
地
区
の
施
設

２３

整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
上
水

道
は
宮
林
井
戸
水
源
を
使
用
で
き

る
よ
う
機
械
設
備
等
の
整
備
を
行

い
、
水
源
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
湯
沢
浄
化
セ
ン

タ
ー
と
浅
貝
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
改
修

工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
三
俣

地
区
の
生
活
汚
水
処
理
に
つ
い
て
は
、

公
共
下
水
道
の
実
施
に
向
け
て
関

係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
、
平
成

　

年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て

２８お
り
ま
す
。
本
年
度
は
処
理
場
の

基
本
設
計
と
管
渠
の
埋
設
工
事
を

実
施
し
ま
す
。
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国
際
交
流
の
推
進

　

国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材

育
成
と
異
文
化
体
験
を
目
的
に
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
マ
グ
ナ
と
の
中
学

生
を
中
心
と
し
た
交
流
を
継
続
し

て
参
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
子
ど
も
た
ち
の

２２

ほ
か
、
教
育
長
と
職
員
２
名
が
マ
グ

ナ
１
０
０
周
年
事
業
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
私
が
議

員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
、マ
グ
ナ
の
方
々
と
ふ

れ
あ
う
な
か
で
、
今
後
の
交
流
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、マ
グ
ナ
か
ら
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
受
け
入
れ
る
際
に
は
、町
民
の

皆
さ
ん
と
直
接
触
れ
合
う
こ
と
が

で
き
る
交
流
を
考
え
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
の
受
入
れ
を
参
加
生

徒
以
外
の
ご
家
庭
の
皆
さ
ん
に
も

お
願
い
し
、
全
て
の
町
民
と
マ
グ
ナ

の
人
た
ち
と
の
交
流
が
可
能
と
な

り
、
双
方
が
よ
り
友
好
的
な
関
係

を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環

境
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

統
合
文
教
施
設
整
備

　

学
校
統
合
等
の
文
教
施
設
整
備

に
つ
い
て
は
、
重
要
な
主
要
施
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
５
月
か
ら
文
教
施
設
整
備
委

員
会
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容

に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
た
だ
き

ま
し
て
、
先
般
、
委
員
会
と
し
て
検

討
結
果
報
告
書
の
と
り
ま
と
め
の

会
合
が
持
た
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
は
、
最
終
的
な
検
討
結
果
報
告

書
を
町
民
の
皆
さ
ま
に
公
表
の
上

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、各
担
当
部
署

で
さ
ら
に
具
体
的
な
検
討
を
行
い

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成　

年
度
か
ら
進
め
て
お
り
ま

２２

す
基
本
設
計
業
務
の
一
部
を　

年
２３

度
に
繰
り
越
す
関
係
等
か
ら
、
引

き
続
き　

年
度
も
文
教
施
設
整
備

２３

委
員
会
の
皆
さ
ま
か
ら
、ご
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
と
も
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
秋
頃
に
は
基
本
設
計
を

取
り
ま
と
め
、町
民
の
皆
さ
ま
に
も

お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、引
き
続

い
て
実
施
設
計
を
行
い
建
築
確
認

等
の
法
令
手
続
き
を
進
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

統
合
文
教
施
設
の　

年
度
本
体

２４

着
工
を
目
指
し
、
旧
湯
沢
高
校
施

設
の
解
体
撤
去
を
行
い
ま
す
。現
在

2
か
所
あ
る
体
育
館
の
夏
期
合
宿

等
の
利
用
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
作
業

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な

お
、こ
の
旧
湯
沢
高
校
施
設
の
一
部

に
、
発
じ
ん
性
が
比
較
的
低
い
「
作

業
レ
ベ
ル
３
」
に
該
当
す
る
、
ア
ス
ベ

ス
ト
含
有
製
品
等
が
使
用
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、近
隣
住
民
や
中
学

校
の
生
徒
・
保
護
者
・
教
職
員
等
の

皆
さ
ま
に
、
事
前
に
作
業
手
順
等

を
含
め
て
説
明
を
行
い
、解
体
作
業

に
あ
た
っ
て
も
、
安
全
を
最
優
先
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　

小
学
校
体
育
館
地
震
補
強

　

小
学
校
統
合
後
に
お
い
て
も
、
地

域
交
流
活
動
や
災
害
時
の
避
難
所

と
し
て
の
活
用
を
予
定
し
て
い
る
、

湯
沢
・
土
樽
・
三
俣
の
各
小
学
校

体
育
館
は
、
耐
震
強
度
不
足
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、

文
部
科
学
省
所
管
の
安
全
・
安

心
な
学
校
づ
く
り
交
付
金
を
活

用
し
て
地
震
補
強
事
業
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
度
末
で
の

発
注
に
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、全
額
を　

年
度
へ
繰
越
と
さ

２３

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
　

学
校
教
育
の
充
実

　

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
児

童
生
徒
の
育
成
に
努
め
、
学
校
教

育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
特
に
学

校
統
合
前
の
数
年
間
は
、
移
行
に

向
け
て
の
大
切
な
時
期
と
捉
え
、

小
中
一
貫
し
た
考
え
方
に
立
っ
た

教
育
の
充
実
に
向
け
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、統
合
後
の
教
育
課
程
や

指
導
内
容
等
、
詳
細
に
亘
っ
て
の
検

討
も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、県
か

ら
管
理
指
導
主
事
を
教
育
課
に
配

置
し
て
い
た
だ
き
対
応
い
た
し
ま

す
。

平
成　

年
度
か
ら
湯
沢
中
学
校
に

２３

「
情
緒
障
が
い
」に
対
応
し
た
特
別
支

援
学
級
を
開
設
し
ま
す
。こ
れ
に
よ

り
、
小
学
校
同
様
「
知
的
障
が
い
」

と
「
情
緒
障
が
い
」
の
両
方
に
対
応

で
き
る
こ
と
と
な
り
、
昨
年
認
め
ら

れ
た
湯
沢
小
学
校
の
通
級
指
導
教

室
と
共
に
、
さ
ら
に
生
徒
の
状
況
に

あ
っ
た
教
育
が
で
き
る
環
境
が
整

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
と
文
化
振
興

　

生
涯
学
習
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

引
続
き
「
自
立
す
る
湯
沢
町
民
の

育
成
」
を
大
き
な
柱
と
し
て
取
り

組
み
を
行
い
、
学
習
意
欲
の
向
上
や

地
域
の
教
育
・
文
化
活
動
に
お
け
る

指
導
者
の
確
保
・
育
成
を
め
ざ
し

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
立
ち
上
げ
た

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の

設
立
に
向
け
た
準
備
委
員
会
も
、

更
に
具
体
的
内
容
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
将
来
に
向
け
て
、
生
涯

を
と
お
し
て
の
健
康
づ
く
り
や
仲

間
づ
く
り
な
ど
が
で
き
る
環
境
を

「誰もが学べ

　個性を誇れる

             まちづくり」
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つ
く
る
こ
と
で
、
町
民
の
自
発
的
意

思
で
の
行
動
を
促
す
一
助
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第　

回
を
迎
え
た
「
越
後
湯
沢

１５

全
国
童
画
展
」
も
多
く
の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
、
全
国
的
な
公
募
展
と

し
て
定
着
を
し
て
き
て
い
ま
す
。
今

後
も
継
続
し
て
開
催
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

川
上
四
郎
先
生
の
作
品
に
つ
い
て
も
、

デ
ジ
タ
ル
化
が
完
了
し
た
こ
と
か

ら
、複
製
画
や
絵
葉
書
等
で
の
利
活

用
の
幅
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
街
な
か
美
術
館
の
さ
ら
な

る
充
実
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
展
示
拠
点
施
設
整
備
に
つ
い

て
は
、
現
段
階
に
お
け
る
町
の
考
え

方
に
つ
い
て
は
議
会
に
お
い
て
お
示

し
し
て
い
る
と
お
り
で
す
が
、い
ろ

い
ろ
な
ご
意
見
を
戴
い
て
お
り
ま
す

し
、
多
く
の
人
の
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
く
中
で
、
さ
ら
に
検
討
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

平
成　

年
７
月
か
ら
８
月
に
か

２４

け
て
、
平
成　

年
度
全
国
高
等
学

２４

校
総
合
体
育
大
会
が
、
北
信
越
５

県
の
共
同
開
催
で
行
わ
れ
、
県
内
で

は
、　

競
技
が
８
市
町
村
で
実
施

１３

さ
れ
ま
す
。

　

湯
沢
町
に
お
い
て
は
「
登
山
競

技
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成

　

年
度
か
ら
湯
沢
町
公
民
館
に
事

２３務
局
を
置
き
、
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
準
備
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
事
務
局
設
置
に
あ
わ
せ
、
平

成　

年
度
か
ら
高
等
学
校
の
担
当

２３
教
諭
１
名
も
週
３
日
程
度
湯
沢
町

公
民
館
で
準
備
事
務
に
携
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

      
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

地
方
分
権
の
進
行
に
よ
り
、
地

方
の
こ
と
は
地
方
で
決
定
す
る
と
い

う
「
地
方
分
権
行
政
」が
主
流
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
な
か
、

い
ま
湯
沢
町
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、「
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
の
あ
る
べ
き

姿
」
を
町
民
、地
域
の
団
体
、企
業
、

議
会
及
び
行
政
が
共
に
協
力
し
て

施
策
を
考
え
、
地
域
全
体
で
そ
の

施
策
を
実
践
し
て
い
く
と
い
う
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
真
の
協
働
を
実
践
す
る
た

め
、
そ
の
基
本
理
念
や
考
え
方
を

明
文
化
し
た
「
湯
沢
町
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
」
を
提
案
し
て
お
り

ま
す
。こ
れ
は
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
町
民
、
議
会
、
行
政
な
ど
の
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
お
互
い
が
最
良
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
関
係
を
築
き
、
協
働

し
て
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
こ
と

を
定
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
こ

の
条
例
を
基
に
多
様
な
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、豊
か
で

自
立
し
た
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

国
土
調
査
事
業
の
推
進

　

地
籍
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
三

俣
地
区
を
重
点
的
に
行
い
、
平
成

　

年
度
で
三
俣
１
・
２
地
区
の
立

２２会
い
と
測
量
が
ほ
ぼ
終
了
い
た
し

ま
し
た
。　

年
度
か
ら
は
神
立
地

２３

区
の
堰
場
・
中
学
校
近
辺
・
栄
町
の

立
会
い
と
測
量
を
予
定
し
て
お
り
、

　

年
度
に
は
宮
林
・
中
央
公
園
近

２４辺
の
作
業
に
入
れ
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　
　

　
　

　
　

行
政
運
営
の
向
上

　

定
員
適
正
化
計
画
で
は
平
成　
２５

年
度
に
お
け
る
職
員
定
数
を
１
５

５
人
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、近
年

早
期
退
職
者
が
予
想
外
に
多
い
こ

と
と
新
規
採
用
を
控
え
て
き
た
こ

と
に
よ
り
、
平
成　

年
4
月
に
は

２３

１
５
２
人
と
な
る
見
込
み
で
あ
り

ま
す
。

町
は
、財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス

を
「
民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間

で
」
と
し
、
平
成　

年
度
に
お
い
て

２２

は
給
食
セ
ン
タ
ー
を
委
託
施
設
と

す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
や
業
務
委
託
等

に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
、
さ
ら
な

る
職
員
定
数
の
削
減
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

行
政
組
織
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
１９

度
に
８
課
１
」
室
に
縮
小
編
成
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成　
２１

年
度
に
浄
化
セ
ン
タ
ー
再
構
築
工

事
等
の
円
滑
実
施
の
た
め
上
下
水

道
課
を
地
域
整
備
課
か
ら
分
課
し
、

平
成　

年
度
に
は
重
要
課
題
で
あ

２２

る
学
校
と
保
育
園
の
統
合
整
備
を

進
め
る
た
め
に
文
教
施
設
整
備
課

を
新
設
し
て
、
合
理
的
な
業
務
の

推
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
常
に
ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を
基
本
と
し
て
、
必

要
に
応
じ
た
柔
軟
な
組
織
の
編
成

を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
評
価
手

法
の
検
討
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
　

町
税
等
の
徴
収
対
策
の
強
化

　

新
規
滞
納
の
発
生
と
滞
納
額
の

増
加
を
防
止
す
る
た
め
、
少
額
滞

納
者
に
対
し
て
早
期
の
納
付
勧
告
、

臨
戸
徴
収
、
納
税
相
談
を
行
い
、
口

座
振
替
の
推
進
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
を
利
用
し
た
納
付
を
さ
ら
に

周
知
す
る
な
ど
納
税
環
境
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、納
付
に
誠
意
の
見
ら
れ
な

い
滞
納
者
に
対
し
て
は
徹
底
的
に

実
態
調
査
を
行
い
、
新
潟
県
地
方

税
徴
収
機
構
と
と
も
に
差
し
押
さ

え
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
の

滞
納
処
分
を
厳
し
く
行
い
、納
税
の

公
平
と
税
収
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成　

年
度
に
向
け
た

２３

施
政
方
針
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

日
本
経
済
や
国
際
情
勢
な
ど
不

透
明
な
状
況
で
明
る
い
展
開
が
見

え
な
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
創
意

と
工
夫
を
も
っ
て
職
員
一
丸
と
な

り
、
町
政
の
発
展
の
た
め
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
議
員
並
び
に
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成　

年
３
月
８
日

２３

湯
沢
町
長　

上　

村　

清　

隆
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町の奨学金貸町の奨学金貸与与
と就学援助制           　　と就学援助制度度

奨学生の資格

�湯沢町に住所を有する者の子弟であること

�次のいずれかに該当するものであること

� 高等学校、高等専門学校、大学、大学院、専修学校ま
たは各種学校等に在学し、他の公的奨学金の給与また
は貸与を受けていない者

� 日本国外の学校で、教育委員会が�に定めるものと
同等であると認める学校に在学している者であること

�心身ともに健全で、修学に対する意欲のある者

�世帯の前年の所得税の合計が５０万円以下であること

貸与額

�高等学校または専修学校の高等課程等

 …月額２０，０００円以内　

�大学、大学院、短期大学、専修学校の専門課程等

 …月額５０，０００円以内　

�日本国外の各種学校 …月額５０，０００円以内　

貸与期間

�貸与決定の月から在学する学校の最短修業年限の終
期まで

貸与利息
�無利子です

就学援助制度
申請に必要なもの　
� 申請書
　 教育課学校教育班にあります
� 添付書類
�町民税の課税証明書、確定申告書の写し、源泉徴収票など所得を確認できるもの
�児童扶養手当を受けている場合には、最新の児童扶養手当の証書または認定通知書の写し
�生活福祉資金の貸付を受けている場合には、生活福祉資金の貸付決定書の写し
�町民税、事業税、固定資産税、国民年金掛金、国民健康保険料（税）の減免及び免除を受けた場合はその決
定通知書の写し

※保護者の申請に基づき教育委員会がその内容を審査し、認定した場合に支給されます。

教育課学校教育教育課学校教育班班

　℡ 784-221℡ 784-22111

奨学金貸与制度
        修学への意欲があるにもかかわらず、経済的理由により修学が困難な方に
    対し、町の予算の範囲内で奨学金を貸与する制度です

          経済的理由等により、就学困難な児童生徒が、義務教育を円滑に受ける
     ことができるよう、学用品費や給食費等の一部を援助する制度です

申請受付期間
　平成 2３年度分受付

3月 3１日（木）まで

　※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分※平成２２年度分 
ははははははははははははははははははははは随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付     は随時受付をををををををををををををををををををををを
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままま     行っていますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

返還期間・方法

�貸与が終了した翌年度から、貸与を受けた年度数の
２．５倍の年数で、半年賦での返還（半年毎の支払い）

届出・問い合わせ先車　種標識番号

湯沢町役場税務課課税班
� 784 － 3452

原動機付自転車（125�以下のバイク）
小型特殊自動車（トラクターなどの農耕作
　　　　　　　　業用、その他）

湯沢町

軽自動車検査協会　新潟主管事務所長岡支所
（長岡市平島 1－ 3）　� 0258 － 22 － 0555

軽二輪車、二輪の小型自動車、軽三輪車、軽
四輪車　など長　岡

軽自動車税は、毎年４月１日現在、軽自動車等を所有している人に対
して主にその車両を置いてある市町村から課税される税金です。次に
該当する場合は４月１日までに届出をお願いします。

�軽自動車を他人に譲渡、または廃車した場合
�町外に住所を変更し、その車両の置き場が変わった場合

なお、使用していない車両でも４月１日までに届出をしないとその年度は課税の対象となります。湯沢町ナンバー
車種の廃車など、変更の手続きには、取り外したナンバーと印鑑をご持参のうえ役場税務課までお越しください。

 44 月 1 日まで月 1日までにに
届出を　　　　　届出を！！

軽自動車・バイクの異動軽自動車・バイクの異動はは

申請受付期間
　平成 2３年度分受付　3月 3１日（木）まで

※貸与希望額を希望どおり貸与できない場合や、奨学生の資格を審査し、貸与できない場合があります。
　なお、申請者少数で予算に余裕がある場合においては、年度途中でも受け付けます。申請書は教育課学校教育班
　にあります。
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 文教施設整備委員会
概
要
�
日　
　

時�
２
月　

日
（
水
）

１６

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
階　

大
会
議
室

�
会
議
時
間�
午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

４０

�
出
席
委
員�
委
員
長　

他　

名
３３

�
欠
席
委
員�
２
名

�
傍
聴
者�
５
名

 
議
題
１ 
「
湯
沢
町
統
合
文
教
施
設
検
討
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
告
書
（
案
）
に
つ
い
て
」

　

は
じ
め
に
、
湯
沢
町
統
合
文
教
施
設
検
討
結
果
報
告
書
（
案
）

に
つ
い
て
、内
容
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、議
会
か
ら

の
要
望
事
項
３
点
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
書（
案
）に
つ
い
て
、各
委
員
か
ら
は
主
に
次
の
よ
う
な
意

見
や
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

・
学
校
運
営
体
制
の
概
略
図
（
案
）
の
（
保
）・
小
・
中
連
絡
調

整
協
議
会
の
中
に
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
位
置
付

け
た
方
が
良
い
の
で
は
と
の
意
見
が
あ
り
、
記
載
を
改
め
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
図
書
室
（
館
）
の
記
載
が
、
建
設
分
科
会
の
中
に
な
い
の
で
、

新
た
に
記
載
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
音
楽
室
は
、
小
・
中
の
共
用
と
な
っ
て
い
る
が
、
共
用
に
す

る
か
、
別
々
に
設
置
す
る
か
を
授
業
時
間
数
等
を
再
度
確
認

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

・
教
職
員
か
ら
、
使
い
や
す
さ
等
の
観
点
か
ら
意
見
聴
取
を
行

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
表
現
に
修
正

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
今
後
、
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
図
書
室
（
館
）
及
び
公
民
館
の

図
書
室
の
活
用
方
法
や
、
学
習
ス
ペ
ー
ス
な
ど
に
関
し
て
多

く
の
意
見
や
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
か
ら
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
意

　

見
が
あ
り
ま
し
た
。

①
学
力
の
向
上
を
も
っ
と
前
面
に
押
し
出
す
べ
き
で
は
な
い
か

・
学
力
は
学
校
で
の
勉
強
だ
け
で
成
立
つ
も
の
で
な
く
地
域
、

家
庭
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
学
力
を
前
面
に
出
す

　

な
ら
ば
、同
時
に
そ
の
こ
と
へ
の
記
載
も
さ
ら
に
必
要
に
な
る
。

・
テ
ス
ト
で
良
い
点
を
取
る
だ
け
で
は
な
い
、
ト
ー
タ
ル
と
し

て
の
人
間
の
力
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
教
育
分
科

会
は
そ
う
し
た
視
点
で
こ
の
検
討
内
容
を
積
み
上
げ
て
き

て
い
る
。
こ
の
内
容
を
し
っ
か
り
と
行
え
ば
学
力
が
上
が
ら

な
い
わ
け
が
な
い
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、報
告
書（
案
）へ
の

反
映
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

②
幼
稚
園
的
な
学
習
指
導
を
行
う
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
は
ど

う
か
。

　

は
じ
め
に
、
保
育
士
の
委
員
か
ら
湯
沢
町
の
保
育
園
で
行
っ

て
い
る
幼
児
教
育
的
な
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

・
幼
稚
園
は
幼
稚
園
教
育
要
領
に
基
づ
い
て
、
ま
た
、
保
育
所

は
保
育
指
針
に
基
づ
い
て
教
育
が
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

そ
の
中
に
教
育
的
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
あ
え
て
入

れ
な
く
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
報

告
書
（
案
）
へ
の
追
加
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

③
認
定
こ
ど
も
園
を
中
学
校
の
野
球
場
の
場
所
に
建
設
す
る

こ
と
で
、
開
校
と
開
園
を
同
時
に
行
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　　

は
じ
め
に
、
事
務
局
か
ら
要
望
の
主
旨
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

・
小
、
中
学
校
と
同
時
に
開
園
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、

認
定
こ
ど
も
園
が
奥
ま
っ
た
環
境
に
な
る
こ
と
や
、
道
路
の

整
備
な
ど
、
コ
ス
ト
の
面
を
考
え
る
と
デ
メ
リ
ッ
ト
も
多
い
。

・
こ
れ
は
要
望
と
受
け
止
め
、
今
後
、
検
討
す
る
こ
と
で
良
い

の
で
は
な
い
か
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
報
告
書
へ
の
記
載
は

見
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、今
後
、基
本
計
画
、基
本
設

計
の
中
で
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

 
議
題
２ 
「
そ
の
他
」

　

今
回
の
全
体
会
で
出
さ
れ
た
修
正
事
項
に
つ
い
て
は
、
事
務

局
で
修
正
し
、
内
容
を
各
委
員
に
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
最
終

報
告
書
に
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
2
回
全
体

第
2
回 
全
体
会会
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湯
沢
町
で
は
平
成　

年
か
ら
、
保
育
・

２１

学
校
教
育
の
改
革
を
目
指
し
、
保
育
園
の

統
合
、
小
学
校
の
統
合
に
合
わ
せ
た
小
・

中
一
貫
教
育
へ
の
取
組
を
始
め
て
い
ま

す
。
平
成　

年
５
月
か
ら
は
、
一
般
公
募

２２

町
民
や
保
・
小
・
中
の
保
護
者
及
び
学
校

長
、
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
な
る
「
湯
沢

町
文
教
施
設
整
備
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

今
後
の
計
画
推
進
に
向
け
た
方
向
性
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

委
員
会
は
、「
教
育
」・「
保
育
」・「
建

設
」
の
三
分
科
会
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
白

熱
し
た
議
論
を
、
延
べ　

回
に
わ
た
り
行

２８

い
、
そ
の
概
要
は
こ
れ
ま
で
も
広
報
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
度
、
そ
の
成
果
と
し

て
「
湯
沢
町
統
合
文
教
施
設
検
討
結
果
報

告
書
」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

教
育
分
科
会
で
は
、
特
色
と
な
る
小
・

中
合
同
校
舎
に
よ
る
一
貫
教
育
の
、
教
育

課
程
を
中
心
に
検
討
が
進
め
ら
れ
、
同
一

敷
地
内
の
認
定
こ
ど
も
園
と
の
連
携
と

合
わ
せ
、　

歳
ま
で
の
子
ど
も
の
成
長
を

１５

一
体
的
に
支
え
て
い
く
教
育
環
境
の
重

要
性
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、
町
の
教
育
資

源
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な

統
合
文
教
施
設
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く

う
え
で
、
重
要
な
こ
と
を
「
学
校
・
家
庭
・

地
域
・
行
政
」
が
一
体
と
な
っ
た
「
協
働

型
教
育
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
民

の
皆
様
に
今
ま
で
以
上
に
子
ど
も
た
ち

の
教
育
に
関
心
を
も
ち
、
よ
り
積
極
的
に

保
育
・
学
校
教
育
を
支
援
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

保
育
分
科
会
で
は
、
湯
沢
町
の
就
労
環

境
に
配
慮
し
、
家
庭
の
状
況
に
関
係
な
く

子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
の
で
き
る
「
認
定

こ
ど
も
園
」
で
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

と
合
わ
せ
て
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
機
能
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
方
向

性
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
設
分
科
会
で
は
、
こ
う
し
た
学
校
教

育
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
内
容
を
受

け
、
内
部
環
境
や
外
部
環
境
の
検
討
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
地
球
環
境
・
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
配
慮
し
、
新
た
な
保
育
・
教
育
環

境
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
す
る
こ
と
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

報
告
書
は
、
本
広
報
に
閲
覧
の
ご
案
内

（
黄
色
い
チ
ラ
シ
）
を
折
り
込
み
し
て
あ
り

ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
具
体
的
な
取
組
が

始
ま
る
保
育
・
学
校
教
育
の
改
革
に
お
い

て
、
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
示
し
た
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

4
月
か
ら
こ
こ
が      
わ
り
ま
す

　
　
　

も
え
る
ご
み
を
減
ら
し
再
資
源
化
を
図

　
　

る
た
め
、『
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
』の

　
　

分
別
を
始
め
ま
す
。

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」、「
白
ト
レ
イ
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
」、「
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
類
」

の
３
種
類
に
そ
れ
ぞ
れ
分
別
し
、「
家
庭
用
容
器

包
装
ご
み
袋
」
を
使
用
し
て
回
収
場
所
へ
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
次
ペ
ー
ジ
で
再
度
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

※
「
家
庭
用
容
器
包
装
ご
み
袋
」
の
販
売
が
４
月

上
旬
に
な
り
ま
す
の
で
、
平
成　

年
９
月
ま
で

２３

は
「
家
庭
用
不
燃
ご
み
袋
」
を
使
用
し
て
出
し

た
ご
み
も
回
収
し
ま
す
。

　
　
   
ご
み
処
理
施
設
へ
の
直
接
搬
入
に
お
け
る

       
「
不
燃
ご
み
」
処
理
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

料
金
は
可
燃
ご
み
処
理
料
金
と
不
燃
ご
み
処

理
料
金
を
統
一
し
、　�
ご
と
に　

円
と
し
ま
す
。

１０

５０

（　

年
度
ま
で
は
１
０
０�
ご
と
に
４
０
０
円
）

２２

　
　
 
「
事
業
用
不
燃
ご
み
袋
」
に
よ
る
蛍
光
灯　

　
 
（
管
）
の
ご
み
集
積
所
で
の
収
集
の
廃
止

事
業
所
よ
り
排
出
さ
れ
る
蛍
光
灯
（
管
）
に
つ

い
て
は
各
事
業
所
の
責
任
で
産
業
廃
棄
物
と
し

て
処
理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
ご
み
集
積
所
に
出
さ
れ
て
い
た
場
合
は

収
集
し
ま
せ
ん
。

�
  
町
民
課　

町
民
生
活
班

�
７
８
４
・
３
４
５
３

※
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」、「
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
・
古
紙
類
」
の
ポ
ス
タ
ー
は
保
存
版
で

す
。
次
回
の
配
布
（
時
期
未
定
）
ま
で
大
切
に
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

�
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

�
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
ポ
ス
タ
ー
（
保
存
版
）

�
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
古
紙
類
ポ
ス
タ
ー

（
保
存
版
）

�
ご
み
処
理
施
設
受
入
基
準
表
（
家
庭
用
）

３
月
中
に
町
内
の
衛
生
代
議
員
を
通
じ
て
各
家

庭
に
配
布
さ
れ
ま
す
。
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
貼
っ

て
い
た
だ
き
、
収
集
日
の
確
認
や
ご
み
を
分
別
す

る
際
な
ど
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集ごみ収集　

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポスススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　「カレンダー・ポスター」でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで

きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

　きちんと分別、きれいな町に。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

湯沢町文教施湯沢町文教施設設
整備委員会によ　　　整備委員会によるる

検討結果報告書検討結果報告書がが
まとまりまし　　　まとまりましたた。。

���
��

���
����

変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変 変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変 変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変

変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変

�
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・プラマークが目印になります
・汚れを落としてから出してください
・油・チューブ容器類、汚れが落ちないものは

　　「もえるごみ」として出してください

・汚れを落としてから出してください
・汚れが落ちないものは「もえるごみ」として

　　出してください
・割らずに出してください

・水洗いをし、水切りをしてから出しましょう

新
し
い
分
別
。

い
よ
い
よ 
4
月 
か
ら
。その他のプラスチック

　　　　　　容器包装類
白トレイ・発泡スチロール

ペットボトル

・キャップとラベルは外して、「その他のプ　
　ラスチック容器包装類」の種類に入れて出し　
　てください

→
→

家庭用容器包装ごみ袋の紹介

★サイズと料金
・2号袋（20 リットル）　500 円（20 枚入り）
・3号袋（45 リットル）　600 円（20 枚入り）
★販売開始
4月上旬に湯沢町・南魚沼市のゴミ袋取り扱い

店などで販売されます。

平成23年 4月から分別が始まる容器包装プラ
スチックは、次の3種類にそれぞれ分けて「家庭
用容器包装ごみ袋」に入れて出してください。
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必要なもの届出が必要な事項

在学証明書（※ 1）・転出先住所・国保保険証・印鑑修学のため、新たに他の市区町村に住所を定めるとき
卒
業
・
入
学
・
就
職

学保険証・印鑑・職場の健康保険証学校を卒業し、就職して社会保険などに加入したとき

学保険証・印鑑・本人確認資料（※ 2）学保険証の交付を受けてる方が卒業後、湯沢町に転入
し、引き続き国民健康保険に加入するとき

学保険証・印鑑学保険証の交付を受けている方が卒業後、湯沢町以外
で国民健康保険に加入するとき

印鑑、前住所地の市区町村の転出証明書・
本人確認資料（※ 2）他の市区町村から湯沢町に転入してきたとき転

入
・
転
出 印鑑・国保保険証・本人確認資料（※ 2）湯沢町から他の市町村に転出するとき

※ 1：在学証明書が間に合わない場合は、合格通
知書など入学を確認できる書類を持参し、後
日在学証明書を提出してください。

※ 2：本人確認資料とは、運転免許証、保険証、パ
スポート、年金手帳（証書）等です。

【手続き・問い合わせ】　
町民課　町民生活班　� 784-3453

学の保険証が発行されている方へ

すでに学保険証が発行されている方で、平成 23年度も引
き続き在学中であり、保険証の必要な方は更新手続きをして
ください。更新手続きは 4月 28 日（木）までに、健康福祉課

（湯沢町保健医療センター内）で行ってください。更新手続き
には、在学証明書または学生証の写しが必要です。

【手続き・問い合わせ】
健康福祉課　国保保健班　� 784-4560

平
成　

年
度

２３

　

湯
沢
町
心
身
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券

障
が
い
の
あ
る
方
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
積
極
的
に
社
会
参

加
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
町
で
は
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
方

町
内
に
住
所
が
あ
る
身
体
障
害
者
手
帳（
１
〜
３
級
）、療
育
手
帳
、

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

申
請
・
利
用
方
法

①
印
鑑
と
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳
を

持
参
し
て
、
健
康
福
祉
課
（
湯
沢
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
で
交
付

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
必
要
事
項
が
記
載
し
て
あ
れ
ば
郵
送

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
②
タ
ク
シ
ー
利
用
券
は
、
年
間
分
と
し
て　

枚
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

２４

③
タ
ク
シ
ー
料
金
を
支
払
う
際
に
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
保
健
福
祉
手
帳
を
提
示
し
、
利
用
券
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

１
回
の
乗
車
で
３
枚
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
運
賃
を
超
え

て
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
助
成
額
を
超
え
る
分
に
つ
い
て
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
注　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
利
用
券

２３

３１

（
ピ
ン
ク
色
）
は
、
４
月
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問　

健
康
福
祉
課　

福
祉
介
護
班

　
　
　
　
�
７
８
４
・
４
５
６
０

国民健康保険に関する
　　届出を忘れずに！！

異動が生じたら 14 日以内 に届出してください

就職や退職、転出や転入などで保険証が変わったときは、14日以内に湯沢町役場で手続きをしてください。自動的に、
会社の方が国保の手続きをしてくれることはありません。各個人で手続きしてください。
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湯沢町公民館
〒９４９－６１０１ 湯沢町大字湯沢２８２２番地
℡：０２５-７８４-２４６０　　�：０２５-７８４-３７３７
E-mail：kouminkan@town.yuzawa.lg.jp

“ゆきぐに”　湯沢町公民館のページ

日本童画の父 川上四郎記日本童画の父　川上四郎記念念

第 15 回『越後湯沢全国童画展第 15回『越後湯沢全国童画展』』
　　　　　～同時開催 川上四郎特別展～同時開催　川上四郎特別展～～

終了間近です。ぜひこの機会にご覧ください。

 最終日 　3 月 14 日 � 午後４時まで
 会　場 　湯沢町公民館　ホール

入選　「マジカルライブラリー」
高橋　七海さん（一之町）

『越後湯沢全国童画展』作品集 好評発売中『越後湯沢全国童画展』作品集　好評発売中！！
越後湯沢全国童画展入賞入選作品を掲載した作品集を発売中です。

全国各地より出品され入賞入選した心に残る作品をお手元にて鑑賞
ください。

◇第２集（第４～６回展掲載）、◇第３集（第７～９回展掲載）
◇第４集（第１ ０～１ ２回展掲載）、◇第５集（第１ ３～１ ５回展掲載） 各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各 ￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥222222222222222222222，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，555555555555555555555000000000000000000000各 ￥2，500000000000000000000000

湯沢町公民館・雪国館にて販売しています。
�湯沢町公民館　�７ ８ ４－２ ４ ６ ０

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第 222222222222222222222 集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第 555555555555555555555
第 2集～第 5 集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

佳作　『小さな星の王子様』
　　　　福嶋　礼子　さん（上越市）

入選　『柿のしゅうかく』
　　　　近藤　薫　さん（新潟市東区）

入選　『初釜茶会』
　　　當麻　田鶴子さん（新潟市東区）

佳作　『おねがい』
　　　　町田　須美恵さん（南魚沼市）

新
潟
県
の
皆
さ
ん
の

　
　
　

入
賞
・
入
選
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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“Yukiguni”　from Yuzawamachi kouminkan

（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
が
契

（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
が
契
約約

者
と
な
り
、
５
名
以
上
の
ア
マ
チ

者
と
な
り
、
５
名
以
上
の
ア
マ
チ
ュュ

ア
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
、
ボ

ア
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
、
ボ
ララ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動
、
指

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動
、
指
導導

活
動
な
ど
を
お
こ
な
う
「
社
会
教

活
動
な
ど
を
お
こ
な
う
「
社
会
教
育育

関
係
団
体
」
の
メ
ン
バ
ー
を
被
保

関
係
団
体
」
の
メ
ン
バ
ー
を
被
保
険険

者
と
し
て
、
損
害
保
険
会
社
と
の

者
と
し
て
、
損
害
保
険
会
社
と
の
間間

で
傷
害
保
険
（
突
然
死
葬
祭
費
用

で
傷
害
保
険
（
突
然
死
葬
祭
費
用
保保

険
を
含
む
）・
賠
償
責
任
保
険
を

険
を
含
む
）・
賠
償
責
任
保
険
を
一一

括
契
約
し
た
補
償
制
度
で
す

括
契
約
し
た
補
償
制
度
で
す
。。

た
だ
し
、「
家
族
だ
け
で
活
動

た
だ
し
、「
家
族
だ
け
で
活
動
すす

る
団
体
」「
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
行

る
団
体
」「
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
行
うう

団
体
」「
営
利
活
動
を
目
的
と
す

団
体
」「
営
利
活
動
を
目
的
と
す
るる

団
体
」
な
ど
は
「
社
会
教
育
関
係

団
体
」
な
ど
は
「
社
会
教
育
関
係
団団

体
」
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

体
」
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
くく

だ
さ
い

だ
さ
い
。。

対
象
と
な
る
事
故
の
範

対
象
と
な
る
事
故
の
範
囲囲

・
所
属
す
る
団
体
の
管
理
下
に
お

・
所
属
す
る
団
体
の
管
理
下
に
お
けけ

る
団
体
活
動
中
の
事
故
（
学
校

る
団
体
活
動
中
の
事
故
（
学
校
管管

理
下
の
活
動
は
対
象
外

理
下
の
活
動
は
対
象
外
））

・
団
体
指
定
の
集
合
・
解
散
場
所
と

・
団
体
指
定
の
集
合
・
解
散
場
所
と
、、

被
保
険
者
の
住
所
と
通
常
の

被
保
険
者
の
住
所
と
通
常
の
経経

路
往
復
中
の
事

路
往
復
中
の
事
故故

保
険
期

保
険
期
間間

毎
年
４
月
１
日
午
前
０
時
よ

毎
年
４
月
１
日
午
前
０
時
よ
りり

翌
年
３
月

日
午
後

時
ま

翌
年
３
月　

日
午
後　

時
ま
でで

３１３１

１２１２

４
月
１
日
以
後
の
申
込
は
掛

４
月
１
日
以
後
の
申
込
は
掛
金金

を
振
込
ん
だ
日
の
翌
日
の
午
前

を
振
込
ん
だ
日
の
翌
日
の
午
前
００

時
よ
り
有
効
で
す
が
、
終
期
は
前

時
よ
り
有
効
で
す
が
、
終
期
は
前
記記

と
同
様
３
月

日
午
後

時
で
す

と
同
様
３
月　

日
午
後　

時
で
す
。。

３１３１

１２１２

掛掛
金金１

人
６
０
０
円
か
ら
１

１
人
６
０
０
円
か
ら
１，，
６
０
６
０
００

円
ま
で
（
活
動
内
容
に
よ
り
異
な

円
ま
で
（
活
動
内
容
に
よ
り
異
な
りり

ま
す
）

ま
す
）。。

※
た
だ
し
、
危
険
度
の
高
い

※
た
だ
し
、
危
険
度
の
高
い
スス

ポ
ー
ツ
活
動
は
９

ポ
ー
ツ
活
動
は
９，，
０
０
０

０
０
０
円円

補
償
内

補
償
内
容容

（
加
入
区
分
に
よ
り
補
償
額
は

　
（
加
入
区
分
に
よ
り
補
償
額
は
異異

な
り
ま
す
。
入
院
・
通
院
に
つ
い

な
り
ま
す
。
入
院
・
通
院
に
つ
い
てて

治
療
日
数
1
日
目
か
ら
補
償
さ

治
療
日
数
1
日
目
か
ら
補
償
さ
れれ

ま
す
。

ま
す
。））

傷
害
保

傷
害
保
険険
・
・
・
急
激
で
偶
然

・
・
・
急
激
で
偶
然
なな

外
来
の
事
故
に
よ
り
被
っ
た
傷

外
来
の
事
故
に
よ
り
被
っ
た
傷
害害

に
よ
る
死
亡
、後
遺
障
害
、入
院
、

に
よ
る
死
亡
、後
遺
障
害
、入
院
、手手

術
、
通
院
を
補

術
、
通
院
を
補
償償

賠
償
責
任
保

賠
償
責
任
保
険険
・
・
・
他
人
に

・
・
・
他
人
に
ケケ

ガ
を
さ
せ
た
、
他
人
の
物
を
壊
し

ガ
を
さ
せ
た
、
他
人
の
物
を
壊
し
たた

こ
と
に
よ
り
、
法
律
上
の
損
害
賠

こ
と
に
よ
り
、
法
律
上
の
損
害
賠
償償

責
任
を
負
う
こ
と
に
よ
っ
て
被

責
任
を
負
う
こ
と
に
よ
っ
て
被
っっ

た
損
害
を
補

た
損
害
を
補
償償

突
然
死
葬
祭
費
用
保

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険険
・
・
・
突

・
・
・
突

然
死
（
急
性
心
不
全
、
脳
内
出
血

然
死
（
急
性
心
不
全
、
脳
内
出
血
なな

ど
に
よ
る
死
亡
）
に
際
し
、
親
族

ど
に
よ
る
死
亡
）
に
際
し
、
親
族
がが

負
担
し
た
葬
祭
費
用
を
補

負
担
し
た
葬
祭
費
用
を
補
償償

加
入
手
続

加
入
手
続
きき

①
団
体
活
動
を
行
う
５
名
以
上

①
団
体
活
動
を
行
う
５
名
以
上
のの

方
々
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
。
加

方
々
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
。
加
入入

者
ご
と
に
加
入
区
分
を
ご
選

者
ご
と
に
加
入
区
分
を
ご
選
択択

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い
。。

②
所
定
の
加
入
依
頼
書
（
銀
行
の

②
所
定
の
加
入
依
頼
書
（
銀
行
の
振振

込
依
頼
書
付
）
に
記
入
の
上
、

込
依
頼
書
付
）
に
記
入
の
上
、
掛掛

金
と
一
緒
に
指
定
銀
行
の
窓

金
と
一
緒
に
指
定
銀
行
の
窓
口口

に
お
出
し
く
だ
さ
い

に
お
出
し
く
だ
さ
い
。。

③
銀
行
か
ら
加
入
依
頼
書
（
銀
行

③
銀
行
か
ら
加
入
依
頼
書
（
銀
行
のの

領
収
印
押
印
済
）
が
返
却
さ
れ

領
収
印
押
印
済
）
が
返
却
さ
れ
まま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だだ

さ
い
。
保
険
金
及
び
見
舞
金
を

さ
い
。
保
険
金
及
び
見
舞
金
を
請請

求
す
る
際
に
必
要
と
な
り
ま
す

求
す
る
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
。。

あ
と
は
銀
行
が
必
要
な
書
類

あ
と
は
銀
行
が
必
要
な
書
類
をを

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
新
潟
県

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
新
潟
県
支支

部
へ
送
り
ま
す

部
へ
送
り
ま
す
。。

④
加
入
依
頼
書
は
湯
沢
町
公
民

④
加
入
依
頼
書
は
湯
沢
町
公
民
館館

窓
口
に
あ
り
ま
す

窓
口
に
あ
り
ま
す
。。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
入
受
付

加
入
受
付  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
も
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
も
で
きき

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
加
入
依

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
加
入
依
頼頼

書
で
の
加
入
と
ど
ち
ら
か
選
択

書
で
の
加
入
と
ど
ち
ら
か
選
択
がが

で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
らら

の
加
入
手
続
き
は
、
ス
ポ
ー
ツ
安

の
加
入
手
続
き
は
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全全

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
ささ

いい
。。ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　
　

hhttttpp::////ww
ww
ww
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                //  

加
入
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

加
入
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せせ

（
財
（
財
））
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
新
潟
県
支

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
新
潟
県
支
部部

��
０
２
５
・
２
８
７
・
８
０
８

０
２
５
・
２
８
７
・
８
０
８
００

（
新
潟
県
体
育
協
会
内

　
　
　
（
新
潟
県
体
育
協
会
内
））

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査
会
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

①
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲

刀
剣
類

②
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所
轄
警
察

署
が
発
行
し
た
も
の
）

③
審
査
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
６，

３
０
０
円
を
新
潟
県
収
入
証
紙

で
納
入
す
る
）

＊
印
鑑
は
不
要
で
す
。

銃
砲
刀
剣
類
を
発
見
し
た
場
合

①
す
み
や
か
に
最
寄
り
の
警
察
署

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

②
登
録
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
届

出
後
、
左
記
の
審
査
会
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

③
登
録
審
査
会
に
代
理
の
方
が
来

ら
れ
る
場
合
に
は
、
委
任
状
が
必

要
で
す
。

④
登
録
審
査
会
で
は
、
法
令
に
定
め

る
鑑
定
の
基
準
（
美
術
的
価
値
、

伝
統
的
な
製
作
方
法
等
）
に
よ
っ

て
審
査
し
ま
す
。
登
録
対
象
と

な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
登
録
証

が
交
付
さ
れ
、
所
持
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

＊
移
動
の
際
に
は
、
危
険
の
な
い
よ

う
梱
包
し
、
盗
難
等
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

�
新
潟
県
教
育
庁
文
化
行
政
課

　
�
０
２
５
・
２
８
０
・
５
６
１
９

　会場と日程　

①新潟会場�県庁行政庁舎会議室
　　　　　　新潟市中央区新光町４番地１

  4 月 15 日�・8月 19 日�
11 月 18 日�・平成 24年 1月 20 日�

②長岡会場�長岡地域振興局
　　　　　　　　　　　会議棟２階
　　　　　　長岡市四郎丸町１７３番地２

  6 月 17 日�・10月 21 日�
  平成 24 年 2月 17 日�

＊①②会場とも時間はいずれも、午前１０時～
午後２時３０分です。（正午～午後１時は休憩）

平
成　

年
度

２３

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

1，
0
0
0
万
人
の
保
険　

小
さ
な
掛
け
金
・
大
き
な
補
償

          
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
加
入
の
ご
案
内
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�
����������������������山山 �桜桜

俳
句
の
世
界
に
魅
せ
ら
れ
た
仲
間
が
集
ま

り
、
句
会
紅
山
桜
は
平
成　

年
4
月
に
誕

15

生
！
町
の
木
で
あ
る
紅
山
桜
か
ら
名
づ
け
ま

し
た
。
発
足
当
初
は
５
人
と
い
う
少
数
メ
ン

バ
ー
で
し
た
が
、現
在
は　

人
。男
性
も
女
性

１１

も
自
分
の
想
い
描
い
た
情
景
を
持
ち
寄
っ
て
、

発
表
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お
互
い

の
句
に
共
感
し
あ
い
、
意
見
交
換
を
し
な
が

ら
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

さぁ！奥の深い俳句の世界へさぁ！奥の深い俳句の世界へ。。

「
私
も
そ
の
情
景
に
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。」
同
じ
句
会
仲
間
と
共
感
で
き
る
情

景
を
話
あ
う
こ
と
も
、
楽
し
み
の
一
つ
。
過

去
か
ら
未
来
に
駆
け
た
想
い
を
今
、
一
文
字

一
文
字
に
込
め
て
発
表
し
ま
す
。

俳
句
の
魅
力
。
そ
れ
は
、
唯
一
無
二

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
小
説
で
あ
り
、
私
だ
け

の
世
界
。
物
語
が
あ
り
、
そ
の
人
の
描

く
風
景
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
句
会
仲

間
と
季
語
に
つ
い
て
勉
強
し
あ
う
の
も
、

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

皆さんの情景を感じてみませんか皆さんの情景を感じてみませんか？？

�
句句句句句句句句句句句句句句句句句句句句句句

�会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 紅紅

～私たちの表現する情景～

俳
句
と
は　

四
季
を
彩
る　

十
七
音

俳
句
は
、
五
・
七
・
五
の
三
句
十
七
音
で
表
現
す
る
短
詩

形
の
文
芸
で
あ
り
、季
語
を
必
ず
入
れ
ま
す
。
川
柳
と
の
違

い
は
季
語
、切
れ
字
の
必
要
性
の
有
無
で
す
。切
れ
字
と
は
、

強
制
的
に
句
を
切
る
た
め
に
使
わ
れ
る
助
詞
ま
た
は
助
動

詞
で
、
一
般
的
な
切
れ
字
に
は
、「
か
な
」「
や
」「
け
り
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、俳
句
は
主
に
自
然
を
対
象
に

し
て
詠
み
ま
す
が
、
川
柳
は
世
相
、
人
事
、
人
情
を
対
象
に

し
て
軽
妙
に
詠
み
ま
す
。

句
会
紅
山
桜
で
は
、
毎
月
、
季
語
を
決
め
た
季
題
、
そ
の

季
節
の
季
語
な
ら
自
由
に
使
え
る
雑
詠
の
二
句
を
発
表
し

ま
す
。

「
俳
句
は
連
歌
（
鎌
倉
時
代
に
興
り
室
町
時
代
に
大
成
さ

れ
た
日
本
の
伝
統
的
な
詩
形
の
一
種
）
が
独
立
し
た
も
の

で
、
五
・
七
・
五
の
あ
と
に
続
く
七
・
七
の
言
葉
を
連
想
し

て
も
ら
う
た
め
に
切
れ
字
に
よ
っ
て
余
韻
を
残
し
ま
す
。

そ
の
残
り
の
十
四
音
を
想
像
す
る
こ
と
で
、
頭
の
体
操
に

も
な
り
ま
す
し
、
ま
た
、
俳
句
は
詠
ん
で
い
る
人
の
性
格
が

表
れ
、
聞
い
て
い

て
楽
し
い
で

す
。」

「
月
初
め
の
句

会
で
は
、
食
事
会

を
開
き
、
さ
ら
に

交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
の
半
分
は

湯
沢
町
に
転
入

し
て
き
た
方
で
、

湯
沢
町
に
は
な

い
情
景
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き

る
の
も
、
句
会
紅

山
桜
な
ら
で
は

で
す
。」

の世の世界界
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両
山
短
歌
会　

二
月
詠
草

滝
の
ご
と
降
り
し
ま
く
雪
に
逆
ら
い
て
一
群
の
鳥
南
に
向
か
う

 
嗅
覚 
が

き
ゅ
う
か
く

 
鋭 
き
猫
た
ち
連
れ
だ
ち
て
ホ
テ
ル
の
餌
場
に
食
事
に
耒
る
ら
し

す
る
ど

 
朝
光 
の
雪
野
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
そ
の
き
ら
め
き
を
し
ば
し
眺
む
る

あ
さ
か
げ

朝
刊
を
そ
そ
く
さ
と
見
て
玄
関
の
腰
ま
で
届
く
雪
を
除
け
や
る

戸
を
繰
れ
ば
隣
の
家
の 
庇 
よ
り
水
晶
の
ご
と
き

ひ
さ
し

 
氷
柱 
下
り
お
り

つ
ら
ら

ス
ト
ー
ブ
の 
薬
缶 
の
湯
気
は
細
ぼ
そ
と
一
人
静
か
に
歌
集
読
み
つ
ぐ

や
か
ん

昨
日
ま
で
語
り
教
わ
る
人
な
る
き
今
日
は
墓
参
で
貴
女
を
悲
し
む

冬
晴
れ
の
日
差
し
が
部
屋
を
照
ら
す
火
に
空
気
入
れ
替
え
大
掃
除
す
る

 
如
日 
の
声
聞
く
い
な
や

き
さ
ら
ぎ

 
温 
き
日
の
続
き
て
ほ
っ
と
一
息
つ
け
り

ぬ
く

童
画
展
十
五 
歳 
を
と
せ

 
讃 
う
な
り
紅
色
の
裏
の
あ
ま
た
汗
水

た
と

雪
し
ま
く
窓
辺
に 
点 
る
電
飾
の
明
り
が
仄
か
に
寝
室
照
ら
す

と
も

吹
雪
く
日
は
コ
ー
ヒ
ー
熱
く
濃
く 
淹 
れ
て
読
む
外
は
な
し
一
人
の
炬
燵

い

積
む
雪
に
窓
ふ
さ
が
れ
て 
昼
日
中 
蛍
光
灯
の
明
る
さ
に
慣
る

ひ
る
ひ
な
か

�
井　

や
す
子

高
橋　

ヨ
キ

南
雲　

ミ
ヨ
シ　

橋
本　

秋
冶

山
田　

千
栄
子

牛
木　

三
保
子

石
田　

勲

笠
松　

ミ
ツ　

剱
持　

政
子　

鈴
木　

ス
ミ
子

関　

き
よ
み

南
雲　

ま
さ　

南
雲　

武
貞　
　

 
ケ
ア
ハ
ウ
ス
ゆ
ざ
わ　

二
月
詠
草

視
界
ゼ
ロ 
丈
余 
の
雪
の
大
だ
る
ま
庭
に
か
ま
い
て
春
に
問
い
か
け

じ
ょ
う
よ

我
が
余
生
時
の
刻
み
は
早
く
と
も
日
々
の
歩
み
に
唯
々
感
謝

し
ん
し
ん
と
雪
降
る
夜
半
は
大
海
の
底
に
住
む
ご
と
物
音
も
な
し

降
る
雪
は
ち
り
も
積
も
れ
ば
山
と
な
り
山
ま
た
山
の
冬
景
色
な
り

雪
国
の
言
葉
そ
の
ま
ま
湯
の
町
は
雪
降
り
つ
づ
く
昨
日
も
今
日
も

笛
田　

テ
ル
子

渡
辺　

晃　

小
林　

八
重
子

荒
木
智
栄
子

南
雲　

マ
サ

 
句
会　

紅
山
桜　

季
題     
凍 
返
る
（

い
て

 
冴 
返
る
）　

当
季
雑
詠

さ
え

避
寒
の
地
は
や
一
む
か
し 
通
勤
路 

か
よ
い
み
ち

日
和
見
る
老
い
の
暮
ら
し
を
凍
返
る

賑
々
し
声
も
う
れ
し
や
日
脚
伸
ぶ

街
の
灯
も
動
く
物
無
し
凍
返
る

古
き
友
ふ
る
え
る 
字
面 
寒
見
舞
い

じ
づ
ら

冴
返
る
耳
そ
ば
だ
て
し 
無
機 
の
音

む
き

ふ
る
雪
に
つ
け
た
足
跡
消
え
に
け
り

ポ
カ
ポ
カ
は
昨
日
一
日
凍
返
る

雪
晴
や
霊
峰
高
く
荘
厳
さ

バ
ス
待
ち
の
朝
の
挨
拶
凍
返
る

雨
樋
に
剣
と
育
つ
大
氷
柱

支
え
合
い
凍
返
る
日
々
苦
に
な
ら
ず

菜　

花

め
ぐ
み

ふ
じ
の

雄　

水

香　

葉

　

津

春
蘭
や
ひ
そ
か
に
愛
で
し
人
と
な
り

携
帯
に
頭
下
げ
さ
げ
凍
返
る

吹
雪
明
け
狐
狸
の
足
ど
り
辿
り
見
る

凍
返
る
や
み
の
し
じ
ま
を
裂
く
汽
笛

孫
の
絵
の
入
選
祝
う
二
月
か
な

凍
返
る
夜
酔
人
の
影
お
ど
り

風
花
や
空
に
舞
い
舞
ふ
旅
ご
こ
ろ

凍
返
る
国
道
走
る
消
防
車

多
摩
の
丘 
紅
梅 
白
梅
香
り
た
つ

こ
ぞ
め

凍
返
る
今
日
の
朝
は
昨
日
よ
り

四　

季

　

泉
澄　

子

昭　

江

理　

友

 
ケ
ア
ハ
ウ
ス
ゆ
ざ
わ　

俳
句

南
越
の
寒
入
り
ら
し
き
降
り
つ
ぷ
り

明
星
の
光
つ
つ
ん
で
初
あ
か
り

雪
国
や
魅
せ
ら
れ
て 
此
処 
駒
子
坂

こ
こ

吹
雪
く
中
残
り
し
柿
に
寒
鴉

身
を
透
す
ご
と
き
光
や
寒
の
月

風
花
や
瞼
を
と
じ
て
人
を
待
つ

星
名　

甲
子
郎

岩
館　

忠
治

横
田　

昭
江

水
仙
花
岬
の
岩
に
渚
漕
ぐ

一
枚
の
切
手
に
乗
り
て
朱
鷺
は
舞
う

夕
暮
れ
て
一
人
と
な
り
し
雪
ダ
ル
マ

忘
れ
い
し
人
よ
り
届
く
年
賀
状

賀
状 
繰 
る
そ
の
手
の 
皺 
に
老
い
を
知
る

く 

し
わ

冬
ざ
れ
の
空
に
雲
な
し
ひ
か
り
な
し

渡
辺　

晃

小
林　

八
重
子

泉　
　

昭
一
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“ゆきぐに”　湯沢町公民館のページ

“yukiguni”　from communitycenter

消
え
た
赤
ト
ン
ボ　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

正
明
（
諏
訪
）

最
近
、
赤
ト
ン
ボ
が
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
せ
ん
か
。

何
処
に
で
も
邪
魔
な
位
飛
び
回
っ
て
い
た
赤
ト
ン
ボ
が
、
今
は
探
さ
な
い

と
見
つ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
特
に
新
潟
県
を
含
め
た
北
陸
4

県
で
減
少
が
目
立
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

年
前
の
１
０
０
分
の
１
か
ら
所
に
よ
っ
て
は
１，
０
０
０
分
の
１
に
激

１０
減
し
て
い
ま
す
。
湯
沢
で
は
約　

種
類
の
赤
と
ん
ぼ
が
生
息
し
て
い
ま
す
が
、

１０

特
に
減
っ
て
い
る
の
は
ア
キ
ア
カ
ネ
と
言
う
、
６
〜
７
月
に
羽
化
し
て
夏
を

高
い
山
で
過
ご
し
、秋
に
里
に
や
っ
て
来
て
産
卵
す
る
ト
ン
ボ
で
す
。
子
供
の

頃
、
指
で
円
を
描
い
て
目
を
回
そ
う
と
し
た
ト
ン
ボ
で
す
。

そ
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
研
究
者
に
よ
っ
て
多
少
の
違

い
が
有
り
ま
す
が
、産
卵
す
る
水
溜
り
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
、羽
化
す
る
前

に
田
ん
ぼ
の
中
干
し
が
行
わ
れ
る
事
、
育
苗
箱
施
用
農
薬
の
中
に
動
物
の
神

経
を
麻
痺
さ
せ
る
殺
虫
剤
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ト
ン
ボ
が
激
減
し
た
の
で
、
そ
れ
を
天
敵
と
す
る
蚊
、
カ
メ
ム
シ
、
テ
ン

ト
ウ
ム
シ
な
ど
の
害
虫
が
増
え
て
い
る
と
の
調
査
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
に
沢
山
の
生
物
が
生
息
し
て
い
る
生
物
多
様
性
は
、

私
た
ち
に
新
薬
の
開
発
な
ど
の
無
限
の
可
能
性
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
新
緑

に
輝
く
山
々
、
清
き
流
れ
の
川
な
ど
の
美
し
い
風
景
は
心
を
豊
か
な
も
の
に

し
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
色
ん
な
生
態
系
の
中
で
生
息
し
て
い
る
ト
ン
ボ
を

始
め
と
す
る
虫
た
ち
も
、
私
た
ち
人
間
に
生
き
る
喜
び
や
楽
し
さ
を
提
供
し

て
く
れ
て
い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。
湯
沢
の
場
合
は
そ
の
自
然
が
豊
か
で
あ

れ
ば
有
る
ほ
ど
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
て
く
れ
る
の
で
す
。

研
究
者
か
ら
ト
ン
ボ
を
増
や
す
方
法
は
ま
だ
提
案
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

と
り
あ
え
ず
湯
沢
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
は
、
豊
か
な
自
然
を
保
全
す
る
た

め
に
も
、今
の
自
然
に
改
め
て
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
見
る
か
ら
観
る
に

変
え
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
良
い
方
法
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

祖
先
の
方
々
が
大
事
に
守
り
、
作
り
上
げ
て
き
た
湯
沢
の
自
然
環
境
を
孫

子
の
世
代
に
ま
で
、
繋
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
私
た
ち
に
は
あ
る
の

で
す
。

投
稿お

届
け
し
ま
す

皆
さ
ん
に

平成 22年度魚沼三市一郡中学校新人
　クロスカントリースキー大会
　　　　（小千谷市・魚沼市・南魚沼市・湯沢町）

2月 18 日　南魚沼市　欠ノ上クロスカントリーコース

湯沢中 2年・小坂腰越　大地2位男子 5�フリー

湯沢中 2年・小坂腰越　大地6位男子 5�クラシカル

湯沢中 2年・上中渡辺　祐希8位女子 3�フリー

湯沢中 2年・上中渡辺　祐希9位女子 3�クラシカル

���　　　 ������
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆さささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた皆さん、全力を出し切りました！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

第14回新潟県マスターズスキー大会

2月 19 日～ 20 日　十日町市　松之山温泉スキー場

第１戦

津川スキークラブ・三俣 2渡部　雅7位男子 55歳代大回転

苗場スノースポーツクラブ・芝原角谷　元3位男子 60歳代大回転

第 2戦

津川スキークラブ・三俣 2渡部　雅7位男子 55歳代大回転

苗場スノースポーツクラブ・芝原角谷　元4位男子 60歳代大回転

土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ土曜ひろばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば集集

『切り紙でモビールを作ろう『切り紙でモビールを作ろう』』
申込み　公民館窓口で申込み。

　　　　電話でも受け付けます。

締切り　3月 23 日（水）

問い合わせ

　　� 784-2460　担当：林

日にち　3月 26 日 �

時　間　午前 9時 30 分～ 11 時

会　場　湯沢町公民館 1階　研修室

対　象　小学生と保護者

参加費　1人 200 円

募募
イルカや鳩、十五夜のウサギなどイルカや鳩、十五夜のウサギなどがが

はじめてでも簡単にできるよ　　　はじめてでも簡単にできるよ！！
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着用率（％）

区　分 全国新潟県

高速道一般道高速道一般道

99.297.399.796.5運転者

97.092.297.791.4助手席同乗者

63.733.172.651.8後部座席同乗者

全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

　
　
　
　
　
　
　
　

着
用
し
ま
し
ょ
う

平
成　

年
中
の
新
潟
県
内
に
お
け
る
自
動
車
乗
用
中
の
死

２２

者
は　

人
で
、
そ
の
う
ち
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
な

５３

か
っ
た
人
は　

人
で
し
た
。
こ
の　

人
中
、　

人
は
シ
ー
ト
ベ

２４

２４

１５

ル
ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
車

に
乗
っ
た
ら
、「
前
も
後
ろ
も
、す
ぐ
ベ
ル
ト
」を
合
言
葉
に
、全

て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

チャイルドシート不使用率（％）

区　分 保護者の
抱っこ

大人用シート
ベルト着用

チャイルドシートに
そのまま着座

車両シートに
そのまま着座

9.011.85.334.8新潟県

7.48.33.124.5全国

使用率内訳（％）
6歳未満全体区　分

5歳1～ 4歳1歳未満

15.342.961.739.3新潟県

32.858.980.956.8全国

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、
子
ど
も
の
安
全
装
置
と
し
て
、
万
が
一
車
が
衝
突
し

た
場
合
等
に「
シ
ー
ト
か
ら
投
げ
出
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
」、「
車
外
放
出
か
ら
守

る
」、「
衝
突
の
衝
撃
を
緩
和
し
て
被
害
軽
減
を
図
る
」、「
室
内
の
突
起
物
や
同

乗
者
な
ど
へ
の
衝
突
を
防
ぐ
」等
の
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
の
と
き
か

ら
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
習
慣
づ
け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

抱っこやそのままの着座では急ブレーキや衝突時、車外放出などの重大な事故

になる危険性がありますのでチャイルドシートを正しく使用し、子供を交通事故

の被害から守りましょう。

シートベルト着用状況

チャイルドシートの使用状況

子どもの乗車状況

平成２２年１０月調査

平成２２年４月調査

平成２２年４月調査

６歳未満全体の使用率

は３９．３
％で全国４４位

５歳児の使用率は

わずか１５．３
％

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
チチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
とととととととととととととととととととととと

ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ
ククククククククククククククククククククク
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運

ベ
ル
ト
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

3
月
は
シ
ー
ト
ベ
ル

3
月
は
シ
ー
ト
ベ
ル
トト

着
用
強
化
月

　
　
　
　
　
　

着
用
強
化
月
間間
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近年、住宅火災による死者が急増しており、犠牲者の大半は６５
歳を超える高齢者で「逃げ遅れ」によるものです。アメリカでは、
１９７０年代から法律で住宅への火災警報器設置を義務づけ、火災
による犠牲者の減少に成功しています。このことからも、火災の
被害から生命・財産を守るためには火災警報器の設置が必要な
ことがわかります。
このアメリカでの成功例をもとに、日本でも消防法が改正さ

れました。新築住宅については平成１８年６月から設置が義務づ
けられ、住宅用火災警報器がない住宅も今年（平成２３年）５月末
までに設置し
なければなり
ません。
設置がまだ

の方は、住宅火
災から身を守
るためにも火
災警報器を設
置しましょう。

お近くのホー
ムセンターや電器店、
ガス事業者からも購入
できます。くれぐれも
悪質な訪問販売にご注
意ください！

普段、寝室として使う部屋に設置普段、寝室として使う部屋に設置しし
ます。子ども部屋やお年寄りの居室ます。子ども部屋やお年寄りの居室なな
ども、就寝に使う場合には設置してども、就寝に使う場合には設置してくく
ださいださい。。

台所、居室には設置義務はありま　台所、居室には設置義務はありませせ
んが、取り付けるんが、取り付けるこことをお奨めしますとをお奨めします。。

寝室がある階の階段に設置します寝室がある階の階段に設置します。。
ただし、1階の階段は設置不要ですただし、1階の階段は設置不要です。。

��

��

��

��

購
入
・
設
置
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

�
 
湯
沢
消
防
署　

予
防
課　
�
7
8
4
・
3
3
7
7

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

必
ず
必
ず
設設
置
！
置
！

ここ
のの
日日
まま
でで
にに

『住宅用
火災警報器

』

　　の設
置はお済

みですか
？

湯沢消防署からのお知らせ湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららのののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららら湯沢消防署からのお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

火事です！

火事です！！
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試合観戦ご招待
Jリーグディビジョン１　第７節

アルビレックス新潟
VS ジュビロ磐田
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〔往復ハガキ記入例〕
※ハガキは見開きの状態です

● 必ず観戦できる方のみのご応募をお願いします。
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《返信面》

例

① ４/２４　磐田
② 〒 949 －△△△△
　 南魚沼郡湯沢町
　　　　　　○-○○
③ 後援　花子　20歳
④ 025－78△－△△△△
⑤ 希望枚数（3枚まで）
⑥後援資料請求（任意）ご
希望の方は空白部分に

「希望する」とご記入くだ
さい

《往信裏面》

こ
の
面
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内
側
に
し
て
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っ
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クラブの最新情報は
『アルビレックス新潟携帯サイト』
をご覧ください。
www.albirex.co.jp/index-opp.html

�日　　時 4 月 24 日�　午後 1時  試合開始

�会　　場 東北電力ビッグスワンスタジアム
 （Sスタンド２層目自由席）
　　　　　※状況により他の座席をご案内する場合があります

�応募条件 湯沢町在住の方

�募集人数 200 名

�応募方法 往復ハガキの往信裏面に、�４月２４日磐田 �住
 所 �氏名・年齢 �電話番号 �希望枚数（３枚ま
 で）�後援会資料請求（任意）を記載し、返信用表
　　　　　　　面に返信先（ご自分の）住所・氏名をご記入の上、
　　　　　　　あて先に送付してください。

 ※往復ハガキは各自でご用意ください。応募は１世
 帯につき１通限り有効です。応募多数の場合は、
　　　　　　抽選となります。

�応募期限 ４月８日（金）必着

�受け渡し ・ご招待の可否を返信用ハガキでお知らせします。
 （４月１５日（金）頃の予定）なお可否について、電
 話でのお問い合わせにはお答えできません。
 ・ご観戦する方は、返信ハガキを持参の上、東北電
　　　　　　　力ビッグスワンスタジアムのＥゲート前広場にあ
　　　　　　　る「アルビレックス新潟後援会」テントでチケット引
　　　　　　　換え後に入場、観戦となります。

� あ て 先 〒９５０－０９５４　新潟市中央区美咲町２－１－１０
　　　　　　アルビレックス新潟後援会「試合観戦ご招待」係

【問い合わせ】
アルビレックス新潟後援会　國井　
　　　　　　　　　　　　　℡０２５－２８２－００１１

＜ ＞

縦　覧pick upick upp 三俣地区公共下水道計画案

縦覧期間 3月 25 日縦覧期間　3月 25 日 ��～ 4月 7日～ 4月 7日 ��

縦覧場所 湯沢町役場 上下水道縦覧場所　湯沢町役場　上下水道課課

三俣地区の特定環境保全公共下水道計画の三俣地区の特定環境保全公共下水道計画の案案
ができましたので、縦覧に供しますができましたので、縦覧に供します。。
なお、下水道計画の案に意見のある方は、なお、下水道計画の案に意見のある方は、縦縦

覧期間中に湯沢町長に、理由を付した書面を覧期間中に湯沢町長に、理由を付した書面を提提
出してくださ出してくださいい。。

改　定pick upick upp

納付方法・料金が
変わります

本年４月１日から、登記事項証明書（謄抄本）、
要約書、会社の印鑑証明書等を請求する際に納
付する手数料が、これまでの登記印紙から収入
印紙による納付に変わります。ただし、当分の間
は登記印紙でも納付することができます。
また、併せて手数料の改定も行われます。
詳しくは法務局のホームページをご覧いただ

くか、電話にてお問い合わせください。

�　新潟地方法務局南魚沼支局
　　�７７２－２１６４
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（防衛省）自衛官募集中
　　　　　　　　　　　自衛官長岡出張所

��������������募募 集集

１．幹部候補生（一般・技術）
　①幹部候補生
　　３士から将まで１７階級に分かれた自衛官の階級うち、
　３尉以上の８階級を幹部自衛官といい、入隊後１年で幹
　部に昇任するコースです。
　②応募資格
　　２０歳以上２６歳未満の方（２２歳未満の方は大学卒（見
　込み含む）
　③受付期間
　　２月１日～５月６日まで
　④試験日
　　１次　５月１４日・１５日（一般教養・専門）
　⑤待遇
　　初任給　２１４，９００円（大学院卒　２３２，３００円）

２．一般曹候補生
　①一般曹候補生
　　基本的には定年まで自衛隊に勤務できるコースです。
　入隊後２年９か月以降、選考により３等陸・海、空曹に
　昇任し、４年で部内幹部候補生の受験資格が得られます。
　②応募資格
　　１８歳以上２７歳未満の方
　③受付期間
　　第１回　２月１日～５月６日
　　第２回　８月１日～９月９日
　④試験日
　　第１回　１次　５月２１日
　　第２回　１次　９月１７日
　⑤待遇
　　初任給　１５９，５００円（経験等により異なります）
　※２つのコースとも昇給は年１回、ボーナス年２回、身
　分は特別国家公務員になります。

３．予備自衛官補（一般・技術）
　①予備自衛官補
　　普段は社会人、学生として働き、学びながら、愛する
　人と社会のために力になれるコースです。試験等によ
　り採用し、所定の教育訓練終了後、予備自衛官として任
　用します。
　②応募資格

「一般」１８歳以上３４歳未満の方（自衛官未経験者）　　
「技能」１８歳以上で保有する技能に応じ５３歳～５５歳未満
（自衛官未経験者）

　③受付期間
　　第１回　１月１１日～４月６日
　　第２回　７月１９日～１０月５日
　④試験日
　　第１回　７月１日
　　第２回　１２月１８日
　⑤待遇
　　教育訓練招集手当　日額７，９００円

　問　自衛隊長岡出張所
　　　長岡市学校町２－９－２６　�０２５８－３３－０２５６

　湯沢町は、平成 16年から米国ユタ州マグナ地区への湯沢町は、平成 16年から米国ユタ州マグナ地区への中中
学生派遣事業を開始しました。翌平成 17年からはマグ学生派遣事業を開始しました。翌平成 17年からはマグナナ
からのホームステイ受入れも始まり、学生交流を中心からのホームステイ受入れも始まり、学生交流を中心とと
した事業を継続しながらお互いの理解を深めてきましたした事業を継続しながらお互いの理解を深めてきました。。
これまでに派遣事業は 6回実施され、70名の生徒がマこれまでに派遣事業は 6回実施され、70名の生徒がマググ
ナでのホームステイを経験し、現地のホストファミリナでのホームステイを経験し、現地のホストファミリーー
と生活することで、言葉や文化の違いを経験する貴重と生活することで、言葉や文化の違いを経験する貴重なな
時間を過ごしています時間を過ごしています。。
今年も７月にはマグナからのホームステイ受入れと、　今年も７月にはマグナからのホームステイ受入れと、８８

月には中学生の派遣事業が予定されています。ホーム月には中学生の派遣事業が予定されています。ホームスス
テイの受入れについては、前年の派遣事業に参加したテイの受入れについては、前年の派遣事業に参加した生生
徒の家庭を受入れ先とすることを基本としていますが徒の家庭を受入れ先とすることを基本としていますが、、
受入れ予定の人数が前年の派遣生徒数を上回る場合には受入れ予定の人数が前年の派遣生徒数を上回る場合には、、
前年の派遣生徒以外の家庭での受入れも必要となります前年の派遣生徒以外の家庭での受入れも必要となります。。
そこで国際交流事業の継続にあたり、ホストファミリそこで国際交流事業の継続にあたり、ホストファミリーー
として学生の受入れにボランティアでご協力いただけとして学生の受入れにボランティアでご協力いただけるる
ご家庭を募集します。今後は学生交流だけではなく、広ご家庭を募集します。今後は学生交流だけではなく、広くく
町民の皆様方との交流へと発展させていきたいと考え町民の皆様方との交流へと発展させていきたいと考えてて
おりますので、海外との交流事業に興味のある方はぜおりますので、海外との交流事業に興味のある方はぜひひ
登録をご検討ください。下記問合せ先に連絡いただけ登録をご検討ください。下記問合せ先に連絡いただけれれ
ば、ホームステイボランティアの案内と申込書を送付ば、ホームステイボランティアの案内と申込書を送付ささ
せていただきますせていただきます。。
なお、E-mail での提出を希望される場合は申込書（ワ　なお、E-mail での提出を希望される場合は申込書（ワーー

ド）が「湯沢町ホームページトップ」→「各課からのごド）が「湯沢町ホームページトップ」→「各課からのご案案
内」→「総務課」→「国際交流」→「ホームステイボランテ内」→「総務課」→「国際交流」→「ホームステイボランティィ
ア制度」にありますア制度」にあります。。

　問問 総務課企画財政　総務課企画財政班班
　　　��７８４－３４５１７８４－３４５１　��７８４－１８１８７８４－１８１８
　　　�� kikaku-zaisei@town.yuzawa.lg.jkikaku-zaisei@town.yuzawa.lg.jpp　

ホームステイボランティア募集
　　　　　　　　　　総務課　企画財政班
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電話で振込みや送金を要求されたらまず相談
�けいさつ相談室　�０２５－２８３－９１１０
　受付時間　月曜～金曜
　　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分
　※夜間・休日は２８５－２８５－０１１０（当直）または各

　　　警察署へ。

訪問販売・電話勧誘販売などで困ったら・・・
�新潟県消費生活センター　�０２５－２８５ー４１９６
　受付時間　月曜～金曜（祝日・年末年始を除く）
　　　　　　午前９時～午後４時３０分
　　　　　　土曜（祝日・年末年始を除く）
　　　　　　午前１０時～午後４時３０分

交通事故のことで困ったら・・・
�新潟県交通事故相談所　�０２５－２８０－５７５０
　受付時間　月曜～金曜（祝日・年末年始を除く）
　　　　　　午前９時～午後５時

新潟県は妖怪大国とも呼ばれ、妖怪にまつわる多くの
伝説が伝わっています。また、旧越路町出身で東洋大学
の創設者でもある井上円了は妖怪博士とも呼ばれ、日本
で最初に妖怪を科学的に研究した人物として知られてい
ます。当企画展は新潟県の妖怪と井上円了について紹介
し、新潟県の人々と妖怪との関わりや、そこから見える
自然観などを考えていきます。

会期　４月２３日（土）～６月５日（日）※５月２日開館
時間　午前９時３０分～午後５時
場所　新潟県立歴史博物館
観覧料　一般７００円　高・大学生５００円
　　　　中学生以下無料

問　新潟県立歴史博物館　�０２５８－４７－６１３５

子どもからお年寄りまで、安心して暮らすことのできる
社会をつくるためには地域内での支え合いやつながり作
りが重要になっています。現在地域サロン活動をされて
いる方もこれからやってみようと考えている方もみんな
集まって情報交換しませんか。

日　　時　３月２４日（木）１３：３０～１５：３０
場　　所　湯沢町公民館　和室
内　　容　①サロン活動紹介
　　　　　　町内で現在行われているサロン活動の活動
　　　　　　発表を行います
　　　　　②大交流会
　　　　　　グループになってごちゃまぜトーク。悩み
　　　　　　や課題、サロンの効果などを話し合いま　
　　　　　　しょう。
参加対象　現在地域サロンボランティア活動をされてい
　　　　　る方、地域ボランティア活動に興味のある方、
　　　　　サロン活動に興味のある方、立上げを考えて
　　　　　いる方、どなたでも参加できます。
定　　員　３０名
問・申　湯沢町社会福祉協議会　�７８４－４１１１

ご自宅にある大豆から、みそを作ってみませんか？　

　期　間　　４月（半日で終わります）
　料　金　　みその最小量４０�で１４，５００円程度
　　　　　　材料費の時価により多少の増減があります。
　　　　　　※ご自宅に大豆がない場合は、別途料金に
　　　　　　　てご用意します。くわしくは下記まで。
　会　場　　体験工房「大源太」
　申込締切　３月２４日（木）午後４時まで
　問・申　体験工房「大源太」　�７８７－１１２１

　

ちょっと待って！ひとりで悩まずまず相談！
　　　　　　　　　　　新潟県・新潟県警察
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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��������情情 報報

博物館の怪談　‐新潟の妖怪と妖怪博士・井上円了-

　　　　　　　　　　　新潟県立歴史博物館

みそ作りをしてみませんか？
　　　　　　　　　　　体験工房「大源太」

地域サロン大集会
　　　　　　　　　湯沢町社会福祉協議会
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�水、天かす等の異物は取り除いてください。
�必ず油の入っていた容器に入れて出してく
　ださい。（缶入り製品の場合のみペットボト
　ル可。）
�容器のフタはしっかり締めてください。
�設置されている回収ボックスの中に、容器を
　立てて入れてください。
　※一般家庭から排出される油が対象です。
　※賞味期限の切れた油も回収します。

使用済み天ぷら油の回収へのご協力
　　　　　　　　ありがとうございます
回収する油は植物系の天ぷら油のみです！
　　　　（菜種油、大豆油、ごま油、コーン油、サラダ油など）

�　湯沢町役場　町民課
　　　� 784 － 3453
　※一般家庭以外の方は、森下企業
　株式会社にお問い合わせください。
�　森下企業株式会社
　　　� 784 － 3371
�

3 月の回収日 

�
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　使用済み油回収量の推移

２月の使用済み天ぷら
油の回収では、７５リット
ルの油を回収することが
できました。これからも
資源のリサイクルのため、
使用済み天ぷら油は捨て
ずに回収場所に出しま
しょう。
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4月 10 日 �は、
新潟県議会議員選挙の投票日です。

回収時間3月の回収日回収場所

18:30
～

17:00
3/14 ～ 18

役場正面玄関

公民館正面玄関

湯沢町議会議員選湯沢町議会議員選挙挙
立候補事務説明　　立候補事務説明会会

日時　3月 29 日 � 午前 10 時～
会場　湯沢町役場 3階　大会議室

任期満了に伴う湯沢町議会議任期満了に伴う湯沢町議会議員員
選挙が４月２４日（日）に行われ選挙が４月２４日（日）に行われまま
す。選挙管理委員会では次のとおす。選挙管理委員会では次のとおりり
立候補事務説明会を行いますので立候補事務説明会を行いますので、、
立候補を予定している方は出席立候補を予定している方は出席しし
てくださいてください。。

�� 湯沢町選挙管理委員　湯沢町選挙管理委員会会
　　�� 785 － 204785 － 20433（臨時）（臨時）


